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まちの話題 in Miyakonojo

日
本
の
高
い
技
術
を

学
び
に
来
ま
し
た

カ
ツ
（
勝
つ
）
カ
レ
ー
の

エ
ー
ル

　モンゴル高専生4人が、8月6日から25日にかけて
市内の企業2社でインターンシップに参加しました。
モンゴル高専に教育支援を行う目的で都城高専が企
画した本取り組み。モンゴル高専生は「日本の高い
技術に触れ、とても勉強になった。また日本で勉強
したい」と将来への熱い思いを語りました。

　都工合格勝
かつ

カレー会が8月16日、都城工業高校で
行われました。同校3年生233人の就職・進学試験に
向けて英気を養い、合格を勝ち取れるようにと同校
PTAが企画。「勝つ」と「カツ」をかけた、手作り
のカツカレーが振る舞われ、生徒らはおいしそうに
頬張っていました。

若
者
の
育
成
に
積
極
的
な

企
業
を
支
援

山
之
口
に

ど
ん
ど
ん
広
が
る
笑
顔

　若者の採用や育成に積極的な企業「ユースエール
認定企業」に㈱都城化製が認定され、8月22日に認
定書交付式が行われました。労働時間などの基準を
満たした企業を、厚生労働大臣が認定する本制度。
山下拓志宮崎労働局職業安定部長は「他企業にも積
極的に取り組んでほしい」と話していました。

　山之口どんどんまつりが9月1日、山之口運動公園
で開催されました。山之口中学校吹奏楽による演奏
でスタートした同祭り。地元小学生らが、勇壮な棒
踊りや奴踊りなど郷土芸能を披露し、会場を盛り上
げました。祭りの終盤では、約5千発の花火が山之
口の夜空を鮮やかに彩っていました。

ア
イ
デ
ア
あ
ふ
れ
る

作
品
が
大
集
合

雅
を
楽
し
む

重ち
ょ
う
よ
う陽
の
節
句
　後の

ち

の
雛ひ

な

展
　都北地区学校創意工夫工作展が9月10日から12日
まで、ウエルネス交流プラザで開催されました。市
内と三股町内の小・中学校生が夏休みに制作した476
点を展示し、優れた作品を表彰。入選した谷口湊

みなと

さ
ん（祝吉小4年）は「工夫をしながら作るのが楽し
かった。来年も挑戦したい」と話していました。

　無病息災や長寿を願い人形を飾る「重陽の節句　
後の雛展」が9月8日から24日まで、旧後藤家商家交
流資料館で開催されました。茶道家栗山草

そうふ う

風さん監
修による帯と帯締めなどをひな人形に見立てた「創
作びな」や、同館所蔵のひな人形など趣向を凝らし
た展示で華やかな館内となっていました。

2広報 都城 平成30年10月号

今月の内容
02	 まちの話題

06	 第13回ふれあいアンケート結果

10	 入ってよかった自治公民館

12	 都城市環境まつり

13	 保育所（園）などの入所申し込み

14	 子どもたちの良き先輩　ジュニア・リーダー

15	 従業員の個人住民税は特別徴収で納入

16	 人の風景

18	 INFORMATION（市からのお知らせ）

26	 行こうよ！　まるまる！／図書館だより

27	 美術館情報／施設紹介／
	 歴史探訪／伝承館だより

28	 盆地生まれの元気レシピ！

29	 国際交流員のひとりごと／わけもん通信／
	 今月のお便り

30	 みやこんじょ盛り上げ隊！／今月のプレゼント

31	 NPO通信／安全・安心情報／
	 番組紹介／現住人口／編集後記

図書館来館者
50万人に到達！

豆力士の「取組」に
喝采！

　新図書館は、小さな子ども
と一緒に気軽に来ることがで
きて居心地が良いので、週２
回は家族で来ています。まさ
か来館者50万人目になるとは
思わず、とても驚きました。
遊ぶことも絵本を読むことも
できる「こどものにわ」が、
一番お気に入りの場所です。 永峯さんご家族

（涼太さん・瑞希さん・琥太郎くん）

まちかどインタビュー

　五穀豊
ほうじょう

穣と、今年７歳を迎
える男児の健やかな成長を祈
る石山花相撲が8月26日、観
音池公園で開催されました。
「ヨイヤーサァ」と土俵入りし
た豆力士の力強い取組に、会
場から声援が送られました。

今月の表紙

特集04

鷹尾四丁目

市立美術館特別展　平山郁夫展
都城島津伝承館特別展　鉄砲伝来と薩摩筒

敬意を表し、長寿を祝福
　老人の日・老人週間を前に、市内の最高齢者と
今年度100歳を迎える高齢者に敬意を表し、長寿
を祝う世帯訪問が8月30日、市内各所で行われま
した。今年度、市内の100歳到達者は70人。池田
市長が市内最高齢の長友キミヱさん（107歳・小
松原町）を訪問し、祝い状や花束などを贈呈しま
した。池田市長が「これからも元気で長生きして
ください」と、祝いの言葉を掛けると、長友さん
は訪問に驚き緊張しつつも、家族に囲まれうれし
そうに祝福を受けていました。

竣工披露！　サブアリーナ武道場
　9月1日、早水公園体育文化センターサブアリ
ーナ武道場の竣工式を開催しました。市内外から
約100人が参列。テープカットの後、都城地区柔
道会による記念大会「形

かた

競技会」が武道場で行わ
れました。池田市長は「屋内スポーツの拠点施設
となるので、市民をはじめ多くの人に利用しても
らいたい。また、災害時に防災活動の拠点として
の機能も備える本施設が、市民に親しまれる施設
となってほしい」とあいさつしました。サブアリ
ーナ武道場は、10月1日から一般利用できます。
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薩
摩
筒
と
は

　
伝
来
以
後
、
戦
国
時
代
の
合
戦
の
戦
法

が
大
き
く
変
わ
り
、
天
下
を
統
一
す
る
織

田
・
豊
臣
政
権
の
幕
開
け
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
鉄
砲
。
鹿
児
島
藩
で
は
独
創
的

な
形
態
に
変
化
し
ま
し
た
。
特
に
、
発
火

装
置
部
に
施
さ
れ
た
装
飾
は
、
他
地
域
の

鉄
砲
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
で
す
。

　
薩
摩
筒
は
、
国
内
に
現
存
す
る
数
が
非

常
に
少
な
い
た
め
、
そ
の
実
態
が
分
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
都
城
島
津
家

に
薩
摩
筒
と
そ
の
帳
簿
が
ま
と
ま
っ
て
伝

来
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
今
後
、
鹿
児
島

藩
で
の
銃
砲
の
生
産
や
普
及
を
解
明
で
き

る
重
要
な
史
料
と
し
て
、
非
常
に
高
い
関

心
を
集
め
て
い
ま
す
。

主
な
展
示
資
料

【
洛ら

く

中ち
ゅ
う

洛ら
く

外が
い

図ず

（
国
重
要
文
化
財
、
林
原

美
術
館
所
蔵
）】

　
京
の
様
子
が
描
か
れ
た
江
戸
時
代
初
期

の
屏び

ょ
う

風ぶ

。
鉄
砲
を
赤
い
袋
に
入
れ
て
担
ぐ

人
々
の
姿
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。

【
立
花
文
書
：
刀
狩
令
（
国
重
要
文
化
財
、

立
花
家
史
料
館
所
蔵
・
柳
川
古
文
書
館
寄

託
）】

　
豊
臣
秀
吉
の
朱
印
を
押
し
て
柳
川
（
現

在
の
福
岡
県
柳
川
市
）
の
立
花
家
へ
出
さ

れ
た
文
書
。
豊
臣
政
権
が
、
刀
だ
け
で
な

く
鉄
砲
も
含
め
た
武
器
全
般
に
対
し
て
、

規
制
を
強
め
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

都
城
島
津
伝
承
館
特
別
展

　
16
世
紀
に
種
子
島
に
伝
来
し
、
全
国
へ
急
速
に
広
ま
っ
た
「
鉄
砲
」。
江
戸
時
代
に
、
鹿

児
島
藩
で
は
「
薩さ

つ

摩ま

筒づ
つ

」
と
い
わ
れ
る
独
創
的
な
形
態
の
鉄
砲
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
の

特
別
展
で
は
、
全
国
各
地
の
鉄
砲
と
比
較
し
な
が
ら
薩
摩
筒
を
展
示
。
銃
砲
製
造
の
歴
史
的

変
遷
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
薩
摩
筒
の
実
態
に
迫
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
問
い
合
わ
せ
　
都
城
島
津
邸
　
☎
23

－

２
１
１
６

鉄
砲
伝
来
と
薩
摩
筒

特
別
展
概
要

【
会
期
】

10
月
13
日
㈯
～
11
月
25
日
㈰

※
月
曜
日
は
休
館

【
入
場
料
】

一
般
４
０
０
円
（
３
０
０
円
）

高
校・大
学
生
３
０
０
円（
２
０
０
円
）

中
学
生
以
下
無
料

※（
　
）は
20
人
以
上
の
団
体
料
金
。

　
本
宅
は
、
別
途
１
０
０
円
（
小
学

　
生
以
上
）

関
連
イ
ベ
ン
ト

無
料
講
演
会

　
対
馬
に
よ
る
鳥ち

ょ
う

銃じ
ゅ
う

と
高
麗
人
参
の

密
貿
易
に
つ
い
て
、
村
井
章
介
さ
ん

（
立
正
大
学
文
学
部
教
授
・
東
京
大

学
名
誉
教
授
）
が
講
演
し
ま
す
。

◉
日
時
　
10
月
20
日
㈯

　
　
　
　
13
時
30
分
～

◉
場
所
　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

「洛中洛外図」

「
先
込
式
火
縄
銃
（
薩
摩
筒
）」

都
城
市
立
美
術
館
特
別
展

世
界
の
息
吹
を
伝
え
た
平
山
郁
夫

　
１
９
３
０
年
に
広
島
県
で
生
ま
れ
た
平

山
郁
夫
は
、
東
京
美
術
学
校
（
現
在
の
東

京
芸
術
大
学
美
術
学
部
）
に
入
学
し
、
日

本
画
家
前ま

え

田だ

青せ
い

邨そ
ん

に
師
事
。
卒
業
後
は
、

仏
教
を
主
題
と
し
た
作
品
で
画
壇
の
注
目

を
集
め
ま
し
た
。
東
西
文
明
の
道
「
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
」
を
生
涯
の
テ
ー
マ
と
し
て
描

き
続
け
た
平
山
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
中

近
東
、中
央
ア
ジ
ア
、イ
ン
ド
、中
国
な
ど
、

世
界
中
を
１
５
０
回
以
上
も
旅
し
、
現
地

の
風
景
や
生
活
を
描
い
た
数
々
の
大
作
を

発
表
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
ら
の
被
爆
体
験
を
元
に
「
文

化
に
よ
る
平
和
」
を
訴
え
、
中
国
・
敦と

ん

煌こ
う

　
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
テ
ー
マ
に
描
い
た
日
本
画
家
と
し
て
知
ら
れ
る
「
平
山
郁
夫
」。
今
回

の
特
別
展
で
は
、
晩
年
の
大
作
「
大
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
・
シ
リ
ー
ズ
」
を
は
じ
め
と
す
る
絵
画

作
品
と
合
わ
せ
て
、
夫
人
と
と
も
に
収
集
し
た
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
仏
像
や
銀
製
品
な
ど
、
貴
重

な
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
紹
介
し
ま
す
。
平
山
郁
夫
が
思
い
を
は
せ
た
壮
大
な
時

空
を
、
ぜ
ひ
、
感
じ
て
く
だ
さ
い
。
　
◎
問
い
合
わ
せ
　
市
立
美
術
館
　
☎
25

－

１
４
４
７

平
山
郁
夫
展

よ
み
が
え
る
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

「パルミラ遺跡を行く・夜」

「仏
ぶっ

陀
だ

坐
ざ

像
ぞう

」  2～3世紀  パキスタン

特
別
展
概
要

【
会
期
】　
10
月
20
日
㈯
～
12
月
２
日
㈰

※
月
曜
日
は
休
館

【
入
場
料
】

一
般
８
０
０
円
（
６
０
０
円
）

高
校・大
学
生
６
０
０
円
（
４
０
０
円
）

中
学
生
以
下
無
料

※
（
　
）
は
20
人
以
上
の
団
体
や
前
売

　
り
な
ど
の
割
引
料
金
。
11
月
３
日
㈯

　
の
文
化
の
日
は
入
場
料
無
料
。

関
連
無
料
イ
ベ
ン
ト

特
別
ス
ラ
イ
ド
ト
ー
ク

　
平
山
郁
夫
の
生
き
ざ
ま
を
、
大
塚
裕

一
さ
ん
（
平
山
郁
夫
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
美

術
館
学
芸
室
長
）
が
講
演
し
ま
す
。

◉
日
時
　
11
月
18
日
㈰
　
14
時
～

◉
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◉
定
員
　
30
人
（
要
申
し
込
み
）

※
そ
の
他
の
関
連
イ
ベ

　
ン
ト
な
ど
詳
し
く
は
、

　
特
別
展
の
特
設
サ
イ

　
ト
で
確
認
く
だ
さ
い

や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
バ
ー
ミ
ヤ
ン
石せ

っ

窟く
つ

な
ど
、
世
界
の
文
化
財
保
護
活
動
に
尽
力

し
ま
し
た
。
平
山
が
唱
え
た
「
文
化
財
赤

十
字
構
想
」
は
、
危
機
に
ひ
ん
し
た
世
界

中
の
文
化
遺
産
や
文
化
財
を
保
存
・
修
復

し
、次
世
代
に
伝
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

今
も
世
界
中
の
人
々
が
そ
の
姿
勢
に
共
感

し
て
い
ま
す
。

「円形切子碗」  5～7世紀  イラン

仏
ぶつ

伝
でん

浮
うき

彫
ぼり

「誕生・灌
かん

水
すい

」  2～3世紀  パキスタン
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薩
摩
筒
と
は

　
伝
来
以
後
、
戦
国
時
代
の
合
戦
の
戦
法

が
大
き
く
変
わ
り
、
天
下
を
統
一
す
る
織

田
・
豊
臣
政
権
の
幕
開
け
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
鉄
砲
。
鹿
児
島
藩
で
は
独
創
的

な
形
態
に
変
化
し
ま
し
た
。
特
に
、
発
火

装
置
部
に
施
さ
れ
た
装
飾
は
、
他
地
域
の

鉄
砲
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
で
す
。

　
薩
摩
筒
は
、
国
内
に
現
存
す
る
数
が
非

常
に
少
な
い
た
め
、
そ
の
実
態
が
分
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
都
城
島
津
家

に
薩
摩
筒
と
そ
の
帳
簿
が
ま
と
ま
っ
て
伝

来
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
今
後
、
鹿
児
島

藩
で
の
銃
砲
の
生
産
や
普
及
を
解
明
で
き

る
重
要
な
史
料
と
し
て
、
非
常
に
高
い
関

心
を
集
め
て
い
ま
す
。

主
な
展
示
資
料

【
洛ら

く

中ち
ゅ
う

洛ら
く

外が
い

図ず

（
国
重
要
文
化
財
、
林
原

美
術
館
所
蔵
）】

　
京
の
様
子
が
描
か
れ
た
江
戸
時
代
初
期

の
屏び

ょ
う

風ぶ

。
鉄
砲
を
赤
い
袋
に
入
れ
て
担
ぐ

人
々
の
姿
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。

【
立
花
文
書
：
刀
狩
令
（
国
重
要
文
化
財
、

立
花
家
史
料
館
所
蔵
・
柳
川
古
文
書
館
寄

託
）】

　
豊
臣
秀
吉
の
朱
印
を
押
し
て
柳
川
（
現

在
の
福
岡
県
柳
川
市
）
の
立
花
家
へ
出
さ

れ
た
文
書
。
豊
臣
政
権
が
、
刀
だ
け
で
な

く
鉄
砲
も
含
め
た
武
器
全
般
に
対
し
て
、

規
制
を
強
め
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

都
城
島
津
伝
承
館
特
別
展

　
16
世
紀
に
種
子
島
に
伝
来
し
、
全
国
へ
急
速
に
広
ま
っ
た
「
鉄
砲
」。
江
戸
時
代
に
、
鹿

児
島
藩
で
は
「
薩さ

つ

摩ま

筒づ
つ

」
と
い
わ
れ
る
独
創
的
な
形
態
の
鉄
砲
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
の

特
別
展
で
は
、
全
国
各
地
の
鉄
砲
と
比
較
し
な
が
ら
薩
摩
筒
を
展
示
。
銃
砲
製
造
の
歴
史
的

変
遷
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
薩
摩
筒
の
実
態
に
迫
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
問
い
合
わ
せ
　
都
城
島
津
邸
　
☎
23

－
２
１
１
６

鉄
砲
伝
来
と
薩
摩
筒

特
別
展
概
要

【
会
期
】

10
月
13
日
㈯
～
11
月
25
日
㈰

※
月
曜
日
は
休
館

【
入
場
料
】

一
般
４
０
０
円
（
３
０
０
円
）

高
校・大
学
生
３
０
０
円（
２
０
０
円
）

中
学
生
以
下
無
料

※（
　
）は
20
人
以
上
の
団
体
料
金
。

　
本
宅
は
、
別
途
１
０
０
円
（
小
学

　
生
以
上
）

関
連
イ
ベ
ン
ト

無
料
講
演
会

　
対
馬
に
よ
る
鳥ち

ょ
う

銃じ
ゅ
う

と
高
麗
人
参
の

密
貿
易
に
つ
い
て
、
村
井
章
介
さ
ん

（
立
正
大
学
文
学
部
教
授
・
東
京
大

学
名
誉
教
授
）
が
講
演
し
ま
す
。

◉
日
時
　
10
月
20
日
㈯

　
　
　
　
13
時
30
分
～

◉
場
所
　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

「洛中洛外図」

「
先
込
式
火
縄
銃
（
薩
摩
筒
）」
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ふれあいアンケート結果

市
の
取
り
組
み
へ
の
考
え

都
城
志
布
志
道
路

開
通
し
た
一
部
区
間
を
利
用

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

利
用
し
た
主
な
理
由

Q

Q

◎
解
説

　本
年
度
か
ら
、
市
の
施
策
な
ど
の
方
針

の
指
標
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
経
年
で
調
査
す
る
項
目
を
26
問
設
定

し
ま
し
た
。

　今
回
調
査
し
た
26
項
目
に
つ
い
て
は
継

続
し
て
調
査
を
行
い
、
市
の
施
策
や
取
り

組
み
に
よ
る
効
果
が
分
か
る
よ
う
、今
後
、

◎
解
説

　現
在
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
地
域
高

規
格
道
路
「
都
城
志
布
志
道
路
」
に
つ
い

て
、
早
期
全
線
開
通
に
向
け
た
取
り
組
み

の
参
考
に
す
る
た
め
、
一
部
開
通
区
間
の

利
用
状
況
や
利
用
目
的
に
つ
い
て
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

　一
部
開
通
区
間
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

は
、
57
㌫
の
人
が
「
利
用
し
た
こ
と
が
あ

る
」
と
回
答
。
利
用
し
た
主
な
理
由
に
つ

い
て
は
、「
旅
行
・
レ
ジ
ャ
ー
」で
利
用
し

た
人
が
最
も
多
く
51
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

経
年
で
比
較
で
き
る
形
で
調
査
結
果
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　今
回
は
、「
そ
う
思
う
」「
ま
あ
そ
う
思

う
」
の
合
計
の
上
位
６
項
目
を
紹
介
し
ま

す
。　安

全
な
水
の
提
供
や
身
近
な
医
療
機

関
、
消
防
救
急
体
制
へ
の
満
足
度
が
50
㌫

を
超
え
て
い
ま
す
。

　防
災
の
道
、
経
済
の
道
、
医
療
の
道
と

し
て
の
役
割
を
担
う
本
道
路
。
全
区
間
無

料
で
通
行
で
き
る
た
め
、
観
光
や
レ
ジ
ャ

ー
に
便
利
で
す
。

　市
は
、
早
期
全

線
開
通
に
向
け

て
、
沿
線
の
市
な

ど
と
連
携
し
、
今

後
も
取
り
組
み
を

強
化
し
て
い
き
ま

す
。

無回答
9.6％

その他
9.1％通勤・

通学
2.2％

通院
0.6％

買い物 8.5％

仕事 18.6％

旅行・レジャー
51.4％

利用した
ことがある
56.6％

利用した
ことがない
41.6％

無回答 1.8％

「そう思う」・「ややそう思う」上位6項目

そう思うそう思う まあ
そう思う
まあ
そう思う

どちらとも
いえない
どちらとも
いえない

あまり
そう思わない
あまり
そう思わない

そう
思わない
そう
思わない 分からない分からない 無回答無回答

安心・安全な水が提供されている

32.532.5 44.944.9 10.110.1

2.82.8 2.62.6

4.44.4

2.72.7
安全・適切な医療機関が身近にある

22.722.7 42.142.1 15.115.1 9.29.2 6.46.4

2.02.0

2.52.5
消防救急体制が充実している

19.719.7 41.141.1 18.018.0 6.26.2

3.23.2

9.29.2

2.62.6
ぼんちくんへ親しみや愛着を感じている

20.920.9 28.928.9 22.122.1 10.110.1 9.79.7 5.85.8

2.52.5
適切な汚水処理がされている

11.711.7 36.736.7 19.919.9 6.26.2 6.26.2 16.516.5

2.82.8
公園・広場が整備されている

9.29.2 38.638.6 20.620.6 15.515.5 10.910.9

2.52.5

2.72.7

0 2010 40 60 80 9030 50 70 100
％
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ふれあいアンケート結果
第13回 都城市市民意識調査

　市では、市民の皆さんの意見を市政に反映させるため、６月に「都城市市民意識調査（ふれあい
アンケート）」を実施しました。調査に協力いただいた皆さん、ありがとうございました。
　今回は、満18歳以上の約12万人の市民の皆さんの中から無作為に選んだ3,000人を対象に、本
市の住みやすさや本市の取り組み、都城志布志道路、健康づくり、災害への備え、市政に対する意
見などについて調査を行いました。
　回答者は1,124人（男性481人、女性612人、無回答31人）で、回答率は37％でした。なお、
詳細な結果は、市のホームページで紹介します。� ◎問い合わせ　秘書広報課　☎23-3174

◆男女別回答者数
性　別 回答者 比　率

男　性 481人 42.8%

女　性 612人 54.4%

無回答 31人 2.8%

計 1,124人 100.0%

◆年代別回答者数
年　代 回答者 比　率
10代 13人 1.1%
20代 82人 7.3%
30代 119人 10.6%
40代 158人 14.1%
50代 174人 15.5%
60代 319人 28.4%
70代以上 231人 20.5%
無回答 28人 2.5%
計 1,124人 100.0%

◆地区別回答者数
地　区 回答者 比　率
姫　城 60人 5.3%
小松原 86人 7.7%
妻ケ丘 138人 12.3%
祝　吉 132人 11.7%
五十市 110人 9.8%
横　市 91人 8.1%
沖　水 96人 8.5%
志和池 43人 3.8%

地　区 回答者 比　率
庄　内 55人 4.9%
西　岳 18人 1.6%
中　郷 58人 5.2%
山之口 37人 3.3%
高　城 66人 5.9%
山　田 50人 4.4%
高　崎 58人 5.2%
無回答 26人 2.3%
合　計 1,124人 100.0%

都
城
市
の
住
み
や
す
さ

今
の
都
城
市
を
住
み
や
す
い

と
感
じ
て
い
ま
す
か
。

こ
れ
か
ら
も
都
城
に
住
み
続

け
た
い
で
す
か
。

Q

Q

◎
解
説

　本
市
の
住
み
や
す
さ
に
つ
い
て
は
、
約

９
割
の
人
が
「
住
み
や
す
い
」「
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
住
み
や
す
い
」
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　年
代
別
に
見
る
と「
住
み
や
す
い
」「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
住
み
や
す
い
」
と
感
じ

て
い
る
人
は
20
代
の
95
㌫
が
最
も
多
く
、

逆
に
最
も
少
な
い
の
は
10
代
の
85
㌫
と
な

っ
て
い
ま
す
。
各
年
代
と
も
85
㌫
を
超
え

て
お
り
、
都
城
市
を
住
み
や
す
い
と
感
じ

て
い
る
人
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け
た
い
か
に
つ
い

て
は
、
約
８
割
の
人
が
「
現
在
住
ん
で
い

る
と
こ
ろ
に
住
み
続
け
た
い
」「
市
内
の

別
の
地
域
に
住
み
た
い
」
と
回
答
し
て
い

ま
す
。

　年
代
別
で
見
る
と
、
70
代
以
上
の
90
㌫

が
「
現
在
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
住
み
続

け
た
い
」「
市
内
の
別
の
地
域
に
住
み
た

い
」
と
考
え
て
お
り
、
次
い
で
60
代
、
50

代
が
高
い
数
値
で
す
。
年
代
が
上
が
る
に

つ
れ
、
住
み
続
け
た
い
と
感
じ
て
い
る
人

が
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

住みやすい
42.4％

どちらかといえば
住みやすい

45.6％

どちらかといえば
住みにくい
6.4％

住みにくい 2.6％ 無回答 3.0％

無回答 3.3％

現在住んでいる
ところに住み
続けたい
68.1％

市内の別の地域に
住みたい
11.2％

市内には
住みたくない
2.1％

分からない
15.3％
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を
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を
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間
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て

は
、
57
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の
人
が
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と
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由
に
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は
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ー
」で
利
用
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人
が
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も
多
く
51
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と
な
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て
い
ま
す
。

経
年
で
比
較
で
き
る
形
で
調
査
結
果
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　今
回
は
、「
そ
う
思
う
」「
ま
あ
そ
う
思

う
」
の
合
計
の
上
位
６
項
目
を
紹
介
し
ま

す
。　安

全
な
水
の
提
供
や
身
近
な
医
療
機

関
、
消
防
救
急
体
制
へ
の
満
足
度
が
50
㌫

を
超
え
て
い
ま
す
。

　防
災
の
道
、
経
済
の
道
、
医
療
の
道
と

し
て
の
役
割
を
担
う
本
道
路
。
全
区
間
無
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通
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22.722.7 42.142.1 15.115.1 9.29.2 6.46.4

2.02.0

2.52.5
消防救急体制が充実している

19.719.7 41.141.1 18.018.0 6.26.2

3.23.2

9.29.2

2.62.6
ぼんちくんへ親しみや愛着を感じている
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％
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ふれあいアンケート結果

住
宅
用
火
災
警
報
器

災
害
へ
の
備
え

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

し
て
い
ま
す
か
。

台
風
や
地
震
な
ど
の
災
害
に

対
す
る
あ
な
た
の
防
災
対
策

は
万
全
だ
と
思
い
ま
す
か
。

災
害
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

準
備
を
し
て
い
ま
す
か
。

Q

Q

全
て
の
寝
室
（
２
階
以
上
の

住
宅
は
階
段
も
含
む
）
に
設

置
し
て
い
ま
す
か
。

Q
設
置
し
て
い
な
い
理
由
は
何

で
す
か
。

Q

Q

◎
解
説

　
消
防
法
の
規
定
で
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

状
況
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　
警
報
器
を
「
設
置
し
て
い
る
」
が
68
㌫

で
、
そ
の
う
ち
61
㌫
の
人
が
全
て
の
寝
室

に
設
置
を
し
て
い
ま
し
た
。
逆
に
、「
設

置
し
て
い
な
い
」
と
の
回
答
は
29
㌫
で
、

設
置
し
て
い
な
い
理
由
に
つ
い
て
は
、「
経

◎
解
説

　
自
然
災
害
は
い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
防
災
対
策
へ
の
意
識
と

備
え
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、「
万
全
」
が

２
㌫
、「
あ
る
程
度
万
全
」
が
24
㌫
と
な

っ
て
い
て
、逆
に
、「
あ
ま
り
万
全
で
な
い
」

が
43
㌫
、「
不
十
分
」
が
26
㌫
と
、
備
え

が
十
分
で
な
い
と
感
じ
て
い
る
人
が
約
７

割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
災
害
に
対
す
る
準
備
に
つ
い
て
は
、「
非

済
的
な
負
担
が
大
き
い
」
と
回
答
し
た
人

が
28
㌫
と
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
設
置
し
て
か
ら
10
年
を
目
安
に
交
換

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
と

い
う
質
問
に
つ
い
て
は
、「
知
っ
て
い
る
」

が
39
㌫
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
購
入
費
用
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

常
時
の
持
ち
出
し
品
準
備
」
が
17
㌫
と
最

も
多
く
、
次
い
で
「
家
族
で
話
し
合
う
」

が
15
㌫
、「
家
具
の
転
倒
防
止
」
が
14
㌫
、

「
非
常
食
（
３
日
分
）
の
準
備
」
が
12
㌫

と
な
り
、
約
６
割
の
人
が
防
災
対
策
を
し

て
い
ま
し
た
。
逆
に
、「
特
に
何
も
し
て

い
な
い
」
と
回
答
し
た
人
が
41
㌫
に
も
上

り
ま
し
た
。

　
防
災
は
、
日
ご
ろ
か
ら
意
識
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
万
が
一
に
備
え
、
防
災
対

策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

無回答 1.7％
分からない
4.4％

不十分 25.9％

あまり万全ではない
42.7％

ある程度万全
23.8％

万全 1.5％

非常時の
持ち出し品準備
16.9％

無回答 2.1％

設置して
いない
36.6％

設置している
61.3％

無回答 4.8％

家族で話し合う
15.0％

無回答 2.6％

設置していない
29.4％

設置している
68.0％

無回答 1.4％

特に何も
していない
41.3％

非常食（3日分）
の準備 11.5％

家具の
転倒防止
13.9％

経済的な
負担が大きい
27.8％

必要性を
感じない
26.0％

設置義務を
知らなかった
23.9％

その他
17.5％

8広報 都城 平成30年10月号

健
康
づ
く
り

健
康
や
楽
し
み
な
ど
の
た
め

に
、運
動・ス
ポ
ー
ツ
を
行
っ
て

い
ま
す
か
。

Q◎
解
説

　
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
ど
れ
く
ら
い
の
頻

度
で
行
っ
て
い
る
か
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

「
週
に
３
日
以
上
」
が
23
㌫
、「
週
に
１
〜

２
日
」
が
21
㌫
と
、
４
割
以
上
の
人
が
週

に
１
日
以
上
は
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
逆

に
、
34
㌫
の
人
は
「
全
く
し
て
い
な
い
」

◎
解
説

　
年
代
別
に
見
る
と
、「
週
に
３
日
以
上
」

と
回
答
し
た
の
は
70
代
以
上
が
最
も
多
く

44
㌫
、
次
い
で
10
代
が
31
㌫
で
、「
全
く

し
て
い
な
い
」
と
回
答
し
た
の
は
30
代
が

と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　
男
女
別
に
見
る
と
、
週
に
１
日
以
上
運

動
し
て
い
る
と
回
答
し
た
男
性
は
46
㌫
、

女
性
が
42
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。
逆
に
、

「
全
く
し
て
い
な
い
」
と
回
答
し
た
男
性

は
32
㌫
、
女
性
が
37
㌫
と
な
っ
て
い
て
、

男
性
よ
り
女
性
の
運
動
参
加
率
が
低
い
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

49
㌫
と
最
も
多
く
、次
い
で
20
代
が
44
㌫
、

50
代
が
43
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。
20
〜
30

代
の
若
い
世
代
の
運
動
不
足
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。

月に
1～3日
程度
12.3％

無回答 0.6％

全く
していない
32.2％

年に1～3日
程度 4.4％
3カ月に1～2日程度 4.4％

月に1～3日
程度
12.7％

週に1～2日程度
21.8％

週に3日以上
23.9％

無回答 1.9％

全くしていない
34.2％

3カ月に1～2日程度 3.8％
年に1～3日程度 4.2％

週に1～2日程度
20.6％

週に3日以上
23.0％

男性

無回答 0.8％

全く
していない
36.8％

年に1～3日
程度 4.1％
3カ月に1～2日程度 3.6％

月に1～3日
程度
12.4％

週に1～2日程度
19.8％

週に3日以上
22.5％

女性

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90
％
100

30.830.8

11.011.0 12.212.2 17.117.1 11.011.0 4.94.9 43.843.8

48.748.76.76.76.76.711.811.816.816.88.48.4

12.012.0 20.320.3 17.117.1 3.83.8 7.07.0 39.239.2

43.143.14.04.05.25.28.68.621.321.317.817.8

25.125.1 21.921.9 12.912.9 3.43.4 4.14.1 31.731.7

19.919.99.59.524.224.243.743.7

15.415.4 30.830.8 7.67.615.415.4

週に3日
以上
週に3日
以上

週に1～2日
程度
週に1～2日
程度

月に1～3日
程度
月に1～3日
程度

3カ月に
1～2日程度
3カ月に
1～2日程度

年に1～3日
程度
年に1～3日
程度 全くしていない全くしていない 無回答無回答

年代別
10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

1.41.4

0.90.9

0.60.6

0.90.9

1.31.3
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ふれあいアンケート結果

住
宅
用
火
災
警
報
器

災
害
へ
の
備
え

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

し
て
い
ま
す
か
。

台
風
や
地
震
な
ど
の
災
害
に

対
す
る
あ
な
た
の
防
災
対
策

は
万
全
だ
と
思
い
ま
す
か
。

災
害
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

準
備
を
し
て
い
ま
す
か
。

Q

Q

全
て
の
寝
室
（
２
階
以
上
の

住
宅
は
階
段
も
含
む
）
に
設

置
し
て
い
ま
す
か
。

Q
設
置
し
て
い
な
い
理
由
は
何

で
す
か
。

Q

Q

◎
解
説

　
消
防
法
の
規
定
で
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

状
況
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　
警
報
器
を
「
設
置
し
て
い
る
」
が
68
㌫

で
、
そ
の
う
ち
61
㌫
の
人
が
全
て
の
寝
室

に
設
置
を
し
て
い
ま
し
た
。
逆
に
、「
設

置
し
て
い
な
い
」
と
の
回
答
は
29
㌫
で
、

設
置
し
て
い
な
い
理
由
に
つ
い
て
は
、「
経

◎
解
説

　
自
然
災
害
は
い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
防
災
対
策
へ
の
意
識
と

備
え
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、「
万
全
」
が

２
㌫
、「
あ
る
程
度
万
全
」
が
24
㌫
と
な

っ
て
い
て
、逆
に
、「
あ
ま
り
万
全
で
な
い
」

が
43
㌫
、「
不
十
分
」
が
26
㌫
と
、
備
え

が
十
分
で
な
い
と
感
じ
て
い
る
人
が
約
７

割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
災
害
に
対
す
る
準
備
に
つ
い
て
は
、「
非

済
的
な
負
担
が
大
き
い
」
と
回
答
し
た
人

が
28
㌫
と
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
設
置
し
て
か
ら
10
年
を
目
安
に
交
換

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
と

い
う
質
問
に
つ
い
て
は
、「
知
っ
て
い
る
」

が
39
㌫
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
購
入
費
用
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

常
時
の
持
ち
出
し
品
準
備
」
が
17
㌫
と
最

も
多
く
、
次
い
で
「
家
族
で
話
し
合
う
」

が
15
㌫
、「
家
具
の
転
倒
防
止
」
が
14
㌫
、

「
非
常
食
（
３
日
分
）
の
準
備
」
が
12
㌫

と
な
り
、
約
６
割
の
人
が
防
災
対
策
を
し

て
い
ま
し
た
。
逆
に
、「
特
に
何
も
し
て

い
な
い
」
と
回
答
し
た
人
が
41
㌫
に
も
上

り
ま
し
た
。

　
防
災
は
、
日
ご
ろ
か
ら
意
識
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
万
が
一
に
備
え
、
防
災
対

策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

無回答 1.7％
分からない
4.4％

不十分 25.9％

あまり万全ではない
42.7％

ある程度万全
23.8％

万全 1.5％

非常時の
持ち出し品準備
16.9％

無回答 2.1％

設置して
いない
36.6％

設置している
61.3％

無回答 4.8％

家族で話し合う
15.0％

無回答 2.6％

設置していない
29.4％

設置している
68.0％

無回答 1.4％

特に何も
していない
41.3％

非常食（3日分）
の準備 11.5％

家具の
転倒防止
13.9％

経済的な
負担が大きい
27.8％

必要性を
感じない
26.0％

設置義務を
知らなかった
23.9％

その他
17.5％
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市
で
は
、
自
治
公
民
館
へ
の
加
入
と
活

動
参
加
を
促
し
、
地
域
住
民
同
士
が
支
え

合
い
、
助
け
合
い
な
が
ら
、
健
や
か
に
生

活
で
き
る
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
る
た

め
、
市
民
や
行
政
機
関
な
ど
の
役
割
を
明

確
に
し
た
「
都
城
市
自
治
公
民
館
加
入
及

び
活
動
参
加
を
促
進
す
る
条
例
」
を
平
成

29
年
12
月
に
制
定
し
ま
し
た
。

●
地
域
住
民
の
役
割

　
地
域
住
民
は
、
地
域
の
一
員
で
あ
る
こ

と
を
自
覚
し
、
安
全
・
安
心
で
快
適
に
暮

ら
す
た
め
、
自
治
公
民
館
が
担
う
重
要
な

役
割
を
認
識
し
、
自
治
公
民
館
へ
の
加
入

と
そ
の
活
動
に
参
加
す
る
よ
う
努
め
る
も

の
と
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
条
例
の
基
本
理
念
で
は
、

「
加
入
」
と
「
活
動
参
加
」
に
つ
い
て
、

多
様
な
価
値
観
と
自
主
性
が
最
大
限
に
尊

重
さ
れ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

●
事
業
者
の
役
割

　
各
事
業
者
は
、
所
在
す
る
地
域
の
自
治

公
民
館
活
動
に
参
加
・
協
力
す
る
よ
う
努

め
、
ま
た
、
従
業
員
の
自
治
公
民
館
加
入

や
活
動
参
加
の
配
慮
に
努
め
る
も
の
と
し

て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
住
宅
の
販
売
や
賃
貸
な
ど
を

行
う
事
業
者
は
、
入
居
し
よ
う
と
す
る
人

に
対
し
て
、
加
入
啓
発
情
報
を
提
供
す
る

よ
う
努
め
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
経
験
や
知
識
、
能
力
を

持
っ
た
人
た
ち
が
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
人
た
ち

が
話
し
合
い
、
互
い
に
協

力
す
る
こ
と
で
、
地
域
が

抱
え
る
課
題
を
解
決
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
ま
ず
は
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
地
域
の
「
絆
」
づ
く
り
の
第
一
歩
は
、

地
域
の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
。
自
分
た

ち
で
、
安
全
・
安
心
で
住
み
よ
い
ま
ち
を

つ
く
る
た
め
、
自
治
公
民
館
活
動
に
参
加

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
加
入
は
簡
単
。
相
談
く
だ
さ
い

　
最
寄
り
の
自
治
公
民
館
長
や
班
長
に
相

談
す
る
か
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
や
居

住
地
の
地
区
公
民
館
、

都
城
市
自
治
公
民
館
連

絡
協
議
会
事
務
局
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
　

☎
23-

７
１
４
６

都
城
市
自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
事
務
局

☎
25-

７
１
７
０

　
下
郡
元
自
治
公
民
館
は
、
現
在
４
７

５
世
帯
が
加
入
し
て
い
ま
す
。
自
治
公

民
館
加
入
促
進
条
例
が
制
定
さ
れ
て
以

降
、
幼
稚
園
や
保
育
園
な
ど
が
加
入
す

る
な
ど
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
本
公
民
館
の
特
徴
の
一
つ
に
、
組
織

内
の
各
部
会
の
連
携
が
あ
り
ま
す
。「
明

る
い
花
の
ま
ち
　
住
み
よ
い
環
境
の
ま

ち
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
取
り
組

ん
で
い
る
花
の
植
栽
事
業
で
は
、
子
ど

も
会
育
成
会
や
壮
年
会
、
花
い
っ
ぱ
い

推
進
高
齢
者
の
会
が
連
携
。
地
域
の
人

た
ち
が
協
力
し
、
サ
ル
ビ
ア
１
０
０
鉢

を
２
カ
月
間
楽
し
み
な
が
ら
育
て
、
９

月
上
旬
か
ら
公
民
館
を
彩
っ
て
い
ま

す
。

　
公
民
館
活
動
は
、
始
め
の
う
ち
は
敷

居
が
高
く
、

面
倒
に
感
じ

る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
し

か
し
、
加
入

し
て
、
活
動

に
参
加
す
る

こ
と
で
、
地

域
を
知
り
、

地
域
の
人
と

交
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
し
て
、

触
れ
合
い
な
が
ら
何
か
を
や
り
遂
げ
た

と
き
は
、
何
も
の
に
も
代
え
難
い
充
実

し
た
気
持
ち
に
な
れ
ま
す
。

　
困
り
ご
と
の
解
決
や
、
災
害
時
の
助

け
合
い
も
日
ご
ろ
の
付
き
合
い
が
あ
っ

て
こ
そ
。
ま
ず
は
参
加
し
て
、
で
き
る

こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。下郡元自治公民館館長

市自治公民館連絡協議会会長
永 田 　 優さん

あ
な
た
の
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

「
都
城
市
自
治
公
民
館
加
入
及
び

活
動
参
加
を
促
進
す
る
条
例
」を

制
定
し
ま
し
た

や
り
が
い
と
充
実
感
を
味
わ
い
な
が
ら

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

10広報 都城 平成30年10月号

入ってよかった自治公民館♪
やってよかった自治公民館活動♪

　仕事や子育て、家事などに追われ、おろそかになりがちな近所付き合い。しかし、近年では、子どもや高齢
者の見守り、大規模災害時の協力など、近隣住民同士の助け合いの重要性が見直されています。
　日ごろの「顔の見える付き合い」を通して「絆」を深め、互いに支え合い、助け合いながら、安全・安心で
暮らしやすい地域をつくるのが自治公民館の活動です。あなたも、もしものときに力を発揮する自治公民館に
参加してみませんか。� ◎問い合わせ　コミュニティ文化課　☎23-7146

ん
な 入

ろ

うみ

　市
内
に
は
、
自
治
公
民
館
が
３
０
３
館

あ
り
、
地
域
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
に
向

け
て
、
住
民
同
士
で
話
し
合
い
を
重
ね
な

が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　自
治
公
民
館
長
を
中
心
に
、
青
・
壮
年

部
や
女
性
部
、
子
ど
も
会
育
成
会
、
高
齢

者
ク
ラ
ブ
な
ど
が
連
携
。
防
災・防
犯
や
、

環
境
美
化
、
健
康
福
祉
、
社
会
教
育
、
伝

統
・
文
化
、
地
域
住
民
の
親
睦
・
交
流
な

ど
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

●
安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り
活
動

●
地
域
の
宝
「
子
ど
も
」
を
守
る
活
動

　防
犯
灯
の
設
置

や
維
持
管
理
、
自

主
防
災
組
織
の
運

営
、
危
険
箇
所
の

確
認
な
ど
を
通
し

て
、
地
域
の
安
全

を
守
っ
て
い
ま

す
。

　地
域
の
公
園
や

道
路
の
草
刈
り
な

ど
の
美
化
活
動
、

ご
み
収
集
場
の
維

持
管
理
な
ど
を
行

う
こ
と
で
、
快
適

で
住
み
よ
い
環
境

を
維
持
し
て
い
ま

す
。　一

人
暮
ら
し
の

高
齢
者
を
見
守
る

活
動
や
こ
け
な
い

か
ら
だ
づ
く
り
講

座
を
開
催
す
る
こ

と
で
、
高
齢
者
の

生
活
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。

　子
ど
も
た
ち
を

犯
罪
や
事
故
か
ら

未
然
に
守
る
た

め
、
登
下
校
時
の

見
守
り
活
動
や
巡

回
パ
ト
ロ
ー
ル
な

ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

●
快
適
で
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
活
動

●
地
域
住
民
の
ふ
れ
あ
い
の
場
づ
く
り

　六
月
灯
や
十
五
夜
、
お
ね
っ
こ
な
ど
の

伝
統
行
事
、
運
動
会
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
を
通
し
て
、
地
域
住
民
に
触
れ
合

い
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

●
高
齢
者
の
見
守
り
や
健
康
づ
く
り
活
動

●
伝
統
文
化
の
継
承
活
動

　地
域
に
伝
わ
る
俵
踊
り
や
、
奴や

っ
こ

踊
り
な

ど
の
民
俗
芸
能
の
伝
承
活
動
を
行
っ
て
い

る
自
治
公
民
館
も
あ
り
ま
す
。

●
行
政
機
関
な
ど
と
の
パ
イ
プ
役

　地
域
の
課
題
に
つ
い
て
、
必
要
に
応
じ

て
市
役
所
や
交
番
な
ど
に
つ
な
ぎ
、
解
決

を
図
り
ま
す
。

重
要
性
高
ま
る
自
治
公
民
館
活
動
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市
で
は
、
自
治
公
民
館
へ
の
加
入
と
活

動
参
加
を
促
し
、
地
域
住
民
同
士
が
支
え

合
い
、
助
け
合
い
な
が
ら
、
健
や
か
に
生

活
で
き
る
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
る
た

め
、
市
民
や
行
政
機
関
な
ど
の
役
割
を
明

確
に
し
た
「
都
城
市
自
治
公
民
館
加
入
及

び
活
動
参
加
を
促
進
す
る
条
例
」
を
平
成

29
年
12
月
に
制
定
し
ま
し
た
。

●
地
域
住
民
の
役
割

　
地
域
住
民
は
、
地
域
の
一
員
で
あ
る
こ

と
を
自
覚
し
、
安
全
・
安
心
で
快
適
に
暮

ら
す
た
め
、
自
治
公
民
館
が
担
う
重
要
な

役
割
を
認
識
し
、
自
治
公
民
館
へ
の
加
入

と
そ
の
活
動
に
参
加
す
る
よ
う
努
め
る
も

の
と
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
条
例
の
基
本
理
念
で
は
、

「
加
入
」
と
「
活
動
参
加
」
に
つ
い
て
、

多
様
な
価
値
観
と
自
主
性
が
最
大
限
に
尊

重
さ
れ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

●
事
業
者
の
役
割

　
各
事
業
者
は
、
所
在
す
る
地
域
の
自
治

公
民
館
活
動
に
参
加
・
協
力
す
る
よ
う
努

め
、
ま
た
、
従
業
員
の
自
治
公
民
館
加
入

や
活
動
参
加
の
配
慮
に
努
め
る
も
の
と
し

て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
住
宅
の
販
売
や
賃
貸
な
ど
を

行
う
事
業
者
は
、
入
居
し
よ
う
と
す
る
人

に
対
し
て
、
加
入
啓
発
情
報
を
提
供
す
る

よ
う
努
め
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
経
験
や
知
識
、
能
力
を

持
っ
た
人
た
ち
が
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
人
た
ち

が
話
し
合
い
、
互
い
に
協

力
す
る
こ
と
で
、
地
域
が

抱
え
る
課
題
を
解
決
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
ま
ず
は
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
地
域
の
「
絆
」
づ
く
り
の
第
一
歩
は
、

地
域
の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
。
自
分
た

ち
で
、
安
全
・
安
心
で
住
み
よ
い
ま
ち
を

つ
く
る
た
め
、
自
治
公
民
館
活
動
に
参
加

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
加
入
は
簡
単
。
相
談
く
だ
さ
い

　
最
寄
り
の
自
治
公
民
館
長
や
班
長
に
相

談
す
る
か
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
や
居

住
地
の
地
区
公
民
館
、

都
城
市
自
治
公
民
館
連

絡
協
議
会
事
務
局
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
　

☎
23-

７
１
４
６

都
城
市
自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
事
務
局

☎
25-

７
１
７
０

　
下
郡
元
自
治
公
民
館
は
、
現
在
４
７

５
世
帯
が
加
入
し
て
い
ま
す
。
自
治
公

民
館
加
入
促
進
条
例
が
制
定
さ
れ
て
以

降
、
幼
稚
園
や
保
育
園
な
ど
が
加
入
す

る
な
ど
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
本
公
民
館
の
特
徴
の
一
つ
に
、
組
織

内
の
各
部
会
の
連
携
が
あ
り
ま
す
。「
明

る
い
花
の
ま
ち
　
住
み
よ
い
環
境
の
ま

ち
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
取
り
組

ん
で
い
る
花
の
植
栽
事
業
で
は
、
子
ど

も
会
育
成
会
や
壮
年
会
、
花
い
っ
ぱ
い

推
進
高
齢
者
の
会
が
連
携
。
地
域
の
人

た
ち
が
協
力
し
、
サ
ル
ビ
ア
１
０
０
鉢

を
２
カ
月
間
楽
し
み
な
が
ら
育
て
、
９

月
上
旬
か
ら
公
民
館
を
彩
っ
て
い
ま

す
。

　
公
民
館
活
動
は
、
始
め
の
う
ち
は
敷

居
が
高
く
、

面
倒
に
感
じ

る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
し

か
し
、
加
入

し
て
、
活
動

に
参
加
す
る

こ
と
で
、
地

域
を
知
り
、

地
域
の
人
と

交
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
し
て
、

触
れ
合
い
な
が
ら
何
か
を
や
り
遂
げ
た

と
き
は
、
何
も
の
に
も
代
え
難
い
充
実

し
た
気
持
ち
に
な
れ
ま
す
。

　
困
り
ご
と
の
解
決
や
、
災
害
時
の
助

け
合
い
も
日
ご
ろ
の
付
き
合
い
が
あ
っ

て
こ
そ
。
ま
ず
は
参
加
し
て
、
で
き
る

こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。下郡元自治公民館館長

市自治公民館連絡協議会会長
永 田 　 優さん

あ
な
た
の
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

「
都
城
市
自
治
公
民
館
加
入
及
び

活
動
参
加
を
促
進
す
る
条
例
」を

制
定
し
ま
し
た

や
り
が
い
と
充
実
感
を
味
わ
い
な
が
ら

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
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保
育
所（
園
）・
認
定
こ
ど
も
園
・
幼
稚
園
の

入
所
申
し
込
み
が
始
ま
り
ま
す

平成31年4月　
平
成
31
年
度
の
保
育
所
（
園
）
や
認
定

こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
の
入
所
・
入
園
申
し

込
み
が
始
ま
り
ま
す
。

　
施
設
に
よ
っ
て
申
し
込
み
先
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
入
所
手
続
き
の
流
れ
を
確
認

し
て
期
間
内
に
手
続
き
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
保
育
課
　
☎
23-

４
８
９
４

　
保
育
所
（
園
）
な
ど
を
利
用
す
る
際
に

は
市
の
「
認
定
」
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
認
定
は
年
齢
や
保
育
の
必
要
性
に

応
じ
て
、
１
〜
３
号
認
定
ま
で
の
３
つ
の

区
分
が
あ
り
、
区
分
に
応
じ
て
利
用
で
き

る
施
設
が
決
ま
り
ま
す
。

【
幼
稚
園
】

　
満
３
歳
以
上
の
子
ど
も
を
対
象
に
、
小

学
校
以
降
の
教
育
の
基
礎
を
つ
く
る
た
め

の
「
幼
児
教
育
」
を
行
う
施
設
で
、
１
号

認
定
を
受
け
た
人
が
利
用
で
き
ま
す
。

【
保
育
所
（
園
）】

　
就
労
な
ど
に
よ
り
家
庭
で
保
育
を
で
き

な
い
保
護
者
に
代
わ
っ
て
「
保
育
」
を
行

う
施
設
で
す
。
２
号
認
定
（
３
歳
以
上
）、

３
号
認
定
（
３
歳
未
満
）
を
受
け
た
人
が

利
用
で
き
ま
す
。

【
認
定
こ
ど
も
園
】

　
保
育
と
教
育
を
一
体
的
に
行
う
施
設

で
、「
幼
稚
園
型
」「
保
育
所
型
」「
幼
保

連
携
型
」
な
ど
の
種
類
が
あ
り
、
認
定
区

分
に
応
じ
た
利
用
が
で
き
ま
す
。

※�

平
成
31
年
度
保
育
所・認
定
こ
ど
も
園・

幼
稚
園
の
一
覧
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
く
だ

さ
い

施
設
を
利
用
す
る
に
は

「
認
定
」が
必
要
で
す

施
設
の
特
徴
と
利
用
で
き
る
人

認定の区分と入所手続きの流れ

施設から入園の
決定

利用者の希望と
施設の状況によ
り、市が利用施
設を決定

就労、求職、妊娠や出産、疾病、障がい、
介護、就学など保育を必要とする事由
該当しない 該当する

教育を希望
する しない

年　齢
3歳以上 3歳未満

年　齢
3歳未満 3歳以上

必要に応じて、
一時預かりなど
のサービス利用
可
【認定外】

【１号認定】
幼稚園
認定こども園

【2号・3号認定】
保育所（園）
認定こども園

施設へ申し込み 市または施設へ
申し込み

保育所（園）など一覧
オンライン入所申請

　
保
育
所
（
園
）
な
ど
の
オ
ン
ラ
イ
ン
入

所
申
請
（
子
育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
）
も
利
用
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

【
幼
稚
園・認
定
こ
ど
も
園
（
１
号
認
定
）】

　
入
園
申
し
込
み
は
、
希
望
す
る
園
で
直

接
手
続
き
く
だ
さ
い
。

【
保
育
所
（
園
）・認
定
こ
ど
も
園
（
２
号・

３
号
認
定
）】

●
受
付
期
間

11
月
１
日
㈭
〜
12
月
17
日
㈪

※�

こ
の
期
間
以
降
も
、
随
時
受
け
付
け
ま

す
が
、
期
間
内
に
申
し
込
ん
だ
人
を
優

先
し
ま
す
。随
時
受
け
付
け
の
期
限
は
、

平
成
31
年
３
月
１
日
㈮
ま
で

●
申
請
書
の
配
布
　
10
月
16
日
㈫
〜

●
申
請
書
の
配
布
・
受
け
付
け
場
所
　

入
所
を
希
望
す
る
保
育
所
（
園
）
や
認
定

こ
ど
も
園
、
保
育
課
、
各
総
合
支
所
市
民

生
活
課
で
す
。
た
だ
し
、
各
総
合
支
所
市

民
生
活
課
は
、
申
請
書
の
配
布
の
み

【
新
規
入
所
説
明
会
】　

●
日
時
　
10
月
25
日
㈭
　
10
時
30
分
〜

●
場
所
　
ま
ち
な
か
交
流
セ
ン
タ
ー

（M

ま

る

ま

る

allm
all

内
）
２
階
多
目
的
室

オ
ン
ラ
イ
ン
入
所
申
請

申
し
込
み
手
続
き

　
太
陽
光
で
動
く
お
も
ち
ゃ
や
、
牛
乳
パ

ッ
ク
の
ス
コ
ッ
プ
な
ど
を
作
り
、
楽
し
み

な
が
ら
環
境
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

【
ソ
ー
ラ
ー
バ
ッ
タ
親
子
製
作
教
室
】

●
時
間
　
①
10
時
〜
、
②
13
時
〜

●
対
象
・
定
員
　
小
学
生
の
親
子・各
25
組

●
費
用
　
５
０
０
円
　
※
事
前
申
し
込
み
順

【
そ
の
他
無
料
の
体
験
】

◦�

オ
リ
ジ
ナ
ル
ペ
ー
パ
ー
ス
コ
ッ
プ
を
作

　
市
内
の
小
学
生
に
よ
る
環
境
啓
発
の
絵

画
の
展
示
の
ほ
か
、
く
じ
引
き
や
射
的
、

輪
投
げ
な
ど
を
楽
し
め
る
コ
ー
ナ
ー
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
お
も
ち
ゃ
の
修
理
、
飲

食
物
の
販
売
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

◦�「
環
境
美
化
の
日
」
絵
画
や
「
下
水
道

の
日
」
ポ
ス
タ
ー
展
示

◦�

楽
し
い
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー

◦�

お
も
ち
ゃ
の
病
院
（
無
料
）

　
家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
家
具
や
自
転
車

を
再
生
し
、
抽
選
販
売
し
ま
す
。

●
販
売
品
目
　
家
具
類
全
般
、自
転
車（
子

ど
も
用
含
む
）、
生
活
雑

貨※�

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ

い
。
な
お
、
配
達
は
で

き
ま
せ
ん

●
応
募
資
格
　
市
内
ま
た

は
近
隣
に
住
む
18
歳
以
上

の
人

●
応
募
方
法
　
さ
い
せ
い
館
事
務
所
で
、

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
応
募
箱

へ
投
函

※�

電
話
や
フ
ァ
ク
ス
で
の
申
し
込
み
は
で

き
ま
せ
ん
。
家
具
と
自
転
車
は
、
１
人

当
た
り
各
１
点
の
み
（
重
複
無
効
）

●
応
募
期
間
　
環
境
ま
つ
り
当
日
の
正
午

ま
で

※�

さ
い
せ
い
館
の
休
館
は
、
10
月
２
日

㈫
・
９
日
㈫
・
16
日
㈫
・
21
日
㈰
・
23

日
㈫

●
抽
選
方
法
　
ま
つ
り
当
日
の
14
時
ご
ろ

か
ら
、
会
場
で
抽
選
発
表

※�

発
表
時
に
会
場
に
い
な
い
場
合
は
、
当

選
無
効
。
応
募
半
券
が
あ
れ
ば
代
理
で

も
可

◎
問
い
合
わ
せ

　
さ
い
せ
い
館
　
☎
36-

３
９
０
０

◦�

メ
ン
チ
カ
ツ

や
サ
イ
コ
ロ

ス
テ
ー
キ
、

ソ
フ
ト
ク
リ

ー
ム
な
ど
の

飲
食
店
コ
ー

ナ
ー

◦�

ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
な
ど

　
空
き
缶
と

ド
レ
ス
タ
オ

ル
の
交
換

や
、
苗
木
の

無
料
配
布
な

ど
を
行
い
ま

す
。
小
型
家

電
も
回
収
し

ま
す
。

◦�

ア
ル
ミ
缶

（
指
定
ご
み
袋
・
大
１
袋
分
）
を
ド
レ

ス
タ
オ
ル
１
枚
に
交
換

◦�

霧
島
酒
造
㈱
の
焼
酎
パ
ッ
ク
（
5
枚
）

を
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
（
１
個
）
に

交
換

※
１
家
族
20
個
ま
で

◦�

手
作
り
堆
肥
や
苗
木
の
無
料
配
布

◦�

小
型
家
電
の
回
収（
25
㌢
×
10
㌢
未
満
）

な
ど

ろ
う

◦�

ス
ラ
イ
ム
作
り
な
ど
の
環
境
教
室

都
城
市
環
境
ま
つ
り

●
日
時
　
10
月
27
日
㈯
　
９
時
20
分
〜
15
時
30
分

●
場
所
　
都
城
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ「
さ
い
せ
い
館
」（
下
水
流
町
）

　「
ご
み
分
別
で
ご
み
減
量
」
を
テ
ー
マ
に
、
環
境
に
つ
い
て
の
展
示
や
体
験
コ
ー
ナ
ー
、

リ
サ
イ
ク
ル
品
の
抽
選
販
売
な
ど
、
内
容
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
家
族
そ
ろ

っ
て
来
場
く
だ
さ
い
。�

◎
問
い
合
わ
せ
　
環
境
政
策
課
　
☎
23-

２
１
３
０

会
場
案
内
図

1100m

案内
標識350m

志和池
小学校

志和池
郵便局

↓至都城市街

至高城
国道10号

↓

←
至山田

↑
至
小
林
・
高
崎

国道

体
験
コ
ー
ナ
ー

配
布・交
換・回
収
コ
ー
ナ
ー

そ
の
他
の
コ
ー
ナ
ー

リ
サ
イ
ク
ル
品
の
抽
選
販
売

ガラ
ポン
くじ
引き
券

切り
取っ
て、

当日
会場
に持
参

くだ
さい
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保
育
所（
園
）・
認
定
こ
ど
も
園
・
幼
稚
園
の

入
所
申
し
込
み
が
始
ま
り
ま
す

平成31年4月　
平
成
31
年
度
の
保
育
所
（
園
）
や
認
定

こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
の
入
所
・
入
園
申
し

込
み
が
始
ま
り
ま
す
。

　
施
設
に
よ
っ
て
申
し
込
み
先
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
入
所
手
続
き
の
流
れ
を
確
認

し
て
期
間
内
に
手
続
き
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
保
育
課
　
☎
23-

４
８
９
４

　
保
育
所
（
園
）
な
ど
を
利
用
す
る
際
に

は
市
の
「
認
定
」
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
認
定
は
年
齢
や
保
育
の
必
要
性
に

応
じ
て
、
１
〜
３
号
認
定
ま
で
の
３
つ
の

区
分
が
あ
り
、
区
分
に
応
じ
て
利
用
で
き

る
施
設
が
決
ま
り
ま
す
。

【
幼
稚
園
】

　
満
３
歳
以
上
の
子
ど
も
を
対
象
に
、
小

学
校
以
降
の
教
育
の
基
礎
を
つ
く
る
た
め

の
「
幼
児
教
育
」
を
行
う
施
設
で
、
１
号

認
定
を
受
け
た
人
が
利
用
で
き
ま
す
。

【
保
育
所
（
園
）】

　
就
労
な
ど
に
よ
り
家
庭
で
保
育
を
で
き

な
い
保
護
者
に
代
わ
っ
て
「
保
育
」
を
行

う
施
設
で
す
。
２
号
認
定
（
３
歳
以
上
）、

３
号
認
定
（
３
歳
未
満
）
を
受
け
た
人
が

利
用
で
き
ま
す
。

【
認
定
こ
ど
も
園
】

　
保
育
と
教
育
を
一
体
的
に
行
う
施
設

で
、「
幼
稚
園
型
」「
保
育
所
型
」「
幼
保

連
携
型
」
な
ど
の
種
類
が
あ
り
、
認
定
区

分
に
応
じ
た
利
用
が
で
き
ま
す
。

※�
平
成
31
年
度
保
育
所・認
定
こ
ど
も
園・

幼
稚
園
の
一
覧
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
く
だ

さ
い

施
設
を
利
用
す
る
に
は

「
認
定
」が
必
要
で
す

施
設
の
特
徴
と
利
用
で
き
る
人

認定の区分と入所手続きの流れ

施設から入園の
決定

利用者の希望と
施設の状況によ
り、市が利用施
設を決定

就労、求職、妊娠や出産、疾病、障がい、
介護、就学など保育を必要とする事由
該当しない 該当する

教育を希望
する しない

年　齢
3歳以上 3歳未満

年　齢
3歳未満 3歳以上

必要に応じて、
一時預かりなど
のサービス利用
可
【認定外】

【１号認定】
幼稚園
認定こども園

【2号・3号認定】
保育所（園）
認定こども園

施設へ申し込み 市または施設へ
申し込み

保育所（園）など一覧
オンライン入所申請

　
保
育
所
（
園
）
な
ど
の
オ
ン
ラ
イ
ン
入

所
申
請
（
子
育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
）
も
利
用
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

【
幼
稚
園・認
定
こ
ど
も
園
（
１
号
認
定
）】

　
入
園
申
し
込
み
は
、
希
望
す
る
園
で
直

接
手
続
き
く
だ
さ
い
。

【
保
育
所
（
園
）・認
定
こ
ど
も
園
（
２
号・

３
号
認
定
）】

●
受
付
期
間

11
月
１
日
㈭
〜
12
月
17
日
㈪

※�

こ
の
期
間
以
降
も
、
随
時
受
け
付
け
ま

す
が
、
期
間
内
に
申
し
込
ん
だ
人
を
優

先
し
ま
す
。随
時
受
け
付
け
の
期
限
は
、

平
成
31
年
３
月
１
日
㈮
ま
で

●
申
請
書
の
配
布
　
10
月
16
日
㈫
〜

●
申
請
書
の
配
布
・
受
け
付
け
場
所
　

入
所
を
希
望
す
る
保
育
所
（
園
）
や
認
定

こ
ど
も
園
、
保
育
課
、
各
総
合
支
所
市
民

生
活
課
で
す
。
た
だ
し
、
各
総
合
支
所
市

民
生
活
課
は
、
申
請
書
の
配
布
の
み

【
新
規
入
所
説
明
会
】　

●
日
時
　
10
月
25
日
㈭
　
10
時
30
分
〜

●
場
所
　
ま
ち
な
か
交
流
セ
ン
タ
ー

（M

ま

る

ま

る

allm
all

内
）
２
階
多
目
的
室

オ
ン
ラ
イ
ン
入
所
申
請

申
し
込
み
手
続
き
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個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収

　
所
得
税
の
源
泉
徴
収
と
同
じ
よ
う
に
、

個
人
住
民
税
を
毎
月
支
払
う
給
与
か
ら
天

引
き
し
て
、
事
業
主
が
従
業
員
に
代
わ
っ

て
納
入
す
る
制
度
で
す
。

特
別
徴
収
の
対
象

　
前
年
中
に
給
与
の
支
払
い
を
受
け
て
い

て
、
４
月
１
日
現
在
、
引
き
続
き
給
与
の

支
払
い
を
受
け
て
い
る
従
業
員
が
、
特
別

徴
収
の
対
象
者
で
す
。
た
だ
し
、
給
与
の

支
払
い
が
不
定
期
で
あ
る
な
ど
の
理
由
が

あ
る
場
合
は
、
従
業
員
本
人
が
納
入
す
る

普
通
徴
収
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

事
業
主
は
特
別
徴
収
義
務
者

　
市
は
、
給
与
支
払
い
者
で
あ
る
事
業
主

を
、
特
別
徴
収
義
務
者
と
し
て
指
定
。
会

社
な
ど
で
働
く
従
業
員
（
納
税
義
務
者
）

が
公
平
に
納
税
で
き
る
よ
う
、
特
別
徴
収

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
は
毎
年
５
月
末
ま
で
に
「
特

別
徴
収
税
額
決
定
通
知
書
」
で
税
額
を
事

業
主
に
通
知
。
事
業
主
は
、
給
与
か
ら
天

引
き
し
た
個
人
住
民
税
を
、
翌
月
の
10
日

ま
で
に
各
従
業
員
の
住
所
地
の
市
町
村
へ

納
入
し
ま
す
。

※�

税
額
は
、
前
年
の
所
得
な
ど
を
基
に
住

所
地
の
市
町
村
が
算
出

特
別
徴
収
の
メ
リ
ッ
ト

　
納
税
義
務
者
に
は
、
次
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。

◦�

一
年
分
の
税
額
を
毎
月
12
回
に
分
け
て

納
入
す
る
の
で
、
１
回
当
た
り
の
負
担

が
少
な
い

◦�

毎
月
の
給
与
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
た
め
、

納
め
忘
れ
が
な
い

◦�

納
税
の
た
め
に
、
金
融
機
関
な
ど
に
出

向
く
手
間
が
省
け
る

※�

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

従
業
員
の
個
人
住
民
税
は

特
別
徴
収
で
納
入
く
だ
さ
い

　
市
と
県
で
は
、
事
業
主
が
毎
月
従
業
員
に
支
払
う
給
与
か
ら
、
個
人
住
民
税
（
市
民
税
・

県
民
税
）
を
天
引
き
で
納
入
す
る
、
特
別
徴
収
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
市
民
税
課
　
☎
23-

２
１
２
３

電子申告 も利用ください !

　市では、個人住民税の給与支払報告書や特別徴収などに関する手続きについて、地方税ポータルシ
ステム「eLTAX」を利用した申請を受け付けています。ぜひ、利用ください。

詳しくは、eLTAXホームページで確認ください。�http://www.eltax.jp/
※�スマートフォンや携帯電話からも利用できますが、利用届出などの手続きや問い合わせ
フォーム、アンケートの利用はできません

　申告書を持参・郵送しなくても、自宅や
職場で簡単に申告できます。
　また、利用時間は８時30分〜24時ですの
で、市役所の閉庁時でも、時間を気にせず
利用できます。
※土・日曜日や祝日、年末年始を除く

窓口での手続き不要！
　市販のeLTAX対応税務・会計ソフトを
利用することで、申告などに係る時間が大
幅に短縮します。
　また、複数の地方公共団体に提出義務の
ある給与支払報告書を、一括して提出でき
ます。

作業時間の大幅な短縮！

問い合わせ
エルタックスヘルプデスク ☎0570-081459
【つながらない場合　☎03-5500-7010】
※受け付け時間は、9時〜17時（土・日曜日や祝日、年末年始を除く）

14広報 都城 平成30年10月号

子
ど
も
た
ち
の
良
き
先
輩

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー

子
ど
も
に
よ
る
、子
ど
も
の
た
め
の

子
ど
も
フ
ェ
ス
ティ
バ
ル

　
中
学
生
や
高
校
生
が
、
経
験
を
生
か
し
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
や
イ
ベ
ン
ト
を
考
え
、
子
ど
も

会
活
動
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
。
今
回
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー

の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。�

◎
問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課
　
☎
23-

９
５
４
５

　
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
は
、
市
内
の
子

ど
も
会
に
参
加
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
良

　
同
ク
ラ
ブ
で
は
、
現
在
13
人
の
メ
ン
バ

ー
が
活
動
し
て
い
て
、
市
内
の
子
ど
も
会

活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
メ
ン
バ
ー
は
、
市
内
の
子
ど
も
会
の
要

請
に
応
じ
て
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
進

め
方
な
ど
を
指
導
。
ま
た
、県
ジ
ュ
ニ
ア・

リ
ー
ダ
ー
研
修
大
会
な
ど
に
参
加
し
、
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
の
指
導
技
術
を
学
ん
で
い

ま
す
。

　
市
内
の
小
学
５
・
６
年
生
が
実
行
委
員

と
な
っ
て
、
企
画
か
ら
当
日
の
運
営
ま
で

行
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー

ダ
ー
は
、実
行
委
員
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

●
日
時
　
10
月
14
日
㈰
　
10
時
〜
15
時

※�

お
化
け
屋
敷
と
手
作
り
コ
ー
ナ
ー
の
整

理
券
、
午
前
分
を
９
時
50
分
か
ら
、
午

後
分
を
12
時
40
分
か
ら
配
布

●
場
所
　
中
央
公
民
館

●
内
容

◦
廃
校
を
舞
台
に
し
た
お
化
け
屋
敷

◦�

ボ
ウ
リ
ン
グ
や
的
当
て
、
輪
投
げ
な
ど

の
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー

◦�

ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
な
ど
の
手
作
り
コ

ー
ナ
ー

◦�

ぼ
ん
ち
く
ん
の
作
者
「
み
や
こ
の
ジ
ョ

ー
」
さ
ん
に
よ
る
似
顔
絵
コ
ー
ナ
ー

◦�

飲
食
店
コ
ー
ナ
ー
な
ど

　
市
で
は
、
市
内

の
小
学
６
年
生
〜

年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

中
学
３
年
生
を
対

象
に
、
講
座
や
キ

ャ
ン
プ
な
ど
の
活

動
を
通
し
て
、
ジ

ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
の
心
得

を
学
ぶ
教
室
を
毎

き
相
談
相
手
や

話
し
相
手
に
な

っ
た
り
、
子
ど

も
た
ち
と
一
緒

に
活
動
の
計
画

を
立
て
た
り
し

な
が
ら
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
実
技
指
導
な

ど
を
行
い
ま

す
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ュ
ニ
ア・リ
ー
ダ
ー
と
は

ジ
ュ
ニ
ア・リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ

蒲た
ん
ぽ
ぽ

公
英
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小
お

濵
ばま
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ダ
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教
室

憧れの
ジュニア・リーダー
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個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収

　
所
得
税
の
源
泉
徴
収
と
同
じ
よ
う
に
、

個
人
住
民
税
を
毎
月
支
払
う
給
与
か
ら
天

引
き
し
て
、
事
業
主
が
従
業
員
に
代
わ
っ

て
納
入
す
る
制
度
で
す
。

特
別
徴
収
の
対
象

　
前
年
中
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給
与
の
支
払
い
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受
け
て
い

て
、
４
月
１
日
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在
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続
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給
与
の

支
払
い
を
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け
て
い
る
従
業
員
が
、
特
別

徴
収
の
対
象
者
で
す
。
た
だ
し
、
給
与
の

支
払
い
が
不
定
期
で
あ
る
な
ど
の
理
由
が

あ
る
場
合
は
、
従
業
員
本
人
が
納
入
す
る

普
通
徴
収
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

事
業
主
は
特
別
徴
収
義
務
者

　
市
は
、
給
与
支
払
い
者
で
あ
る
事
業
主

を
、
特
別
徴
収
義
務
者
と
し
て
指
定
。
会

社
な
ど
で
働
く
従
業
員
（
納
税
義
務
者
）

が
公
平
に
納
税
で
き
る
よ
う
、
特
別
徴
収

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
は
毎
年
５
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末
ま
で
に
「
特

別
徴
収
税
額
決
定
通
知
書
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知
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翌
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へ
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※�
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地
の
市
町
村
が
算
出

特
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徴
収
の
メ
リ
ッ
ト
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す
。

◦�
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負
担
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い

◦�
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給
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た
め
、

納
め
忘
れ
が
な
い

◦�

納
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、
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融
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な
ど
に
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向
く
手
間
が
省
け
る

※�

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

従
業
員
の
個
人
住
民
税
は

特
別
徴
収
で
納
入
く
だ
さ
い
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は
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業
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毎
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従
業
員
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支
払
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給
与
か
ら
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個
人
住
民
税
（
市
民
税
・

県
民
税
）
を
天
引
き
で
納
入
す
る
、
特
別
徴
収
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
市
民
税
課
　
☎
23-

２
１
２
３

電子申告 も利用ください !

　市では、個人住民税の給与支払報告書や特別徴収などに関する手続きについて、地方税ポータルシ
ステム「eLTAX」を利用した申請を受け付けています。ぜひ、利用ください。

詳しくは、eLTAXホームページで確認ください。�http://www.eltax.jp/
※�スマートフォンや携帯電話からも利用できますが、利用届出などの手続きや問い合わせ
フォーム、アンケートの利用はできません

　申告書を持参・郵送しなくても、自宅や
職場で簡単に申告できます。
　また、利用時間は８時30分〜24時ですの
で、市役所の閉庁時でも、時間を気にせず
利用できます。
※土・日曜日や祝日、年末年始を除く

窓口での手続き不要！
　市販のeLTAX対応税務・会計ソフトを
利用することで、申告などに係る時間が大
幅に短縮します。
　また、複数の地方公共団体に提出義務の
ある給与支払報告書を、一括して提出でき
ます。

作業時間の大幅な短縮！

問い合わせ
エルタックスヘルプデスク ☎0570-081459
【つながらない場合　☎03-5500-7010】
※受け付け時間は、9時〜17時（土・日曜日や祝日、年末年始を除く）
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麹
こうじ

造りの様子

　「
肉
と
焼
酎
の
ふ
る
さ
と
・
都
城
」
を

代
表
す
る
４
つ
の
焼
酎
の
蔵
元
。
そ
の
中

で
、「
母
智
丘
千
本
桜
」
や
「
青あ

お

鹿か

毛げ

」

で
有
名
な
柳
田
酒
造
合
名
会
社
が
、
熊
本

国
税
局
主
催
の
平
成
30
年
酒
類
品
評
会
で

優
等
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。こ
の
他
に
も
、

数
々
の
賞
を
受
賞
し
、
国
内
外
問
わ
ず
髙

く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
柳
田
酒
造
は
、
明
治
35
年
に
創
業
し
た

都
城
で
最
も
歴
史
あ
る
焼
酎
蔵
で
す
。
そ

の
５
代
目
柳
田
正
さ
ん
は
「
先
代
か
ら
引

き
継
い
だ
焼
酎
の
醸
造
法
を
、
自
分
な
り

の
解
釈
で
時
代
に
合
わ
せ
て
変
化
さ
せ
、

　「
引
退
す
る
時
が
、
自
分
な
り
の
焼
酎

の
完
成
の
時
。
そ
れ
ま
で
は
ま
だ
ま
だ
勉

強
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
力
を
込
め

る
柳
田
さ
ん
。「『
ワ
イ
ン
は
ボ
ル
ド
ー
産
』

と
世
界
で
言
わ
れ
る
よ
う
に
、『
焼
酎
は

都
城
産
』
と
言
わ
れ
る
よ
う
、
焼
酎
に
関

わ
る
全
て
の
人
の
思
い
を
胸
に
、
世
界
に

焼
酎
の
良
さ
を
広
め
て
い
き
た
い
」
と
今

後
の
展
望
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

熊本国税局主催酒類品評会　優等賞
イタリア鑑評会「THE  WINE  HUNTER」
Platinum（最高ランク）
松尾大社本格焼酎グランプリ ２位

（柳田酒造合名会社５代目代表）

柳田　正さん

後
世
に
残
し
て
い
く
こ
と
で
伝
統
が
受
け

継
が
れ
る
」
と
青
鹿
毛
や
赤あ

か

鹿か

毛げ

な
ど
の

新
し
い
麦
焼
酎
を
創
っ
て
い
ま
す
。

　
柳
田
酒
造
を
代
表
す
る
芋
焼
酎
の
１
つ

「
母
智
丘
千
本
桜
」
は
、
柳
田
さ
ん
の
父

で
あ
る
４
代
目
が
、
経
営
判
断
か
ら
一
時

製
造
を
中
止
し
て
い
ま
す
。「
千
本
桜
を

復
活
さ
せ
、
未
来
の
６
代
目
に
継
承
し
た

い
と
思
っ
て
い
た
。家
業
を
継
い
で
10
年
、

万
感
の
思
い
で
父
に
作
り
方
を
習
い
、
無

事
復
活
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
い
う

熱
い
思
い
が
千
本
桜
に
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
復
活
か
ら
５
年
、
千
本
桜
は
熊
本
国

税
局
主
催
の
平
成
30
年
酒
類
品
評
会
で
優

等
賞
を
受
賞
。「
受
賞
し
た
時
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
思
い
が
込
み
上
げ
、
感
慨
深
い
も

の
が
あ
っ
た
」と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
柳
田
酒
造
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、
家

業
を
継
ぐ
こ
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
柳

田
さ
ん
は
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
一
度
就

職
。
し
か
し
、
４
代
目
の
体
調
不
良
に
よ

り
、
28
歳
の
と
き
に
家
業
を
継
ぐ
こ
と
に

な
り
ま
す
。「
焼
酎
造
り
は
、
酵
母
な
ど

の
働
き
に
よ
っ
て
味
が
変
わ
る
繊
細
な
も

の
。
そ
の
中
で
、
蒸
留
だ
け
は
機
械
的
な

部
分
も
関
わ
っ
て
く
る
の
で
、
エ
ン
ジ
ニ

ア
だ
っ
た
経
験
が
生
か
せ
る
」
と
目
を
輝

か
せ
ま
す
。
柳
田
さ
ん
の
手
に
よ
り
蒸
留

機
が
改
良
さ
れ
、
他
の
蔵
元
に
は
真
似
で

き
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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唯
一
無
二
の
蒸
留
機
で
創
り
出
す
、
伝
統
の
味
。
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INFORMATION 申 問は申し込み、 は問い合わせ

市役所の開庁時間　平日8:30〜17:15
※毎週木曜日　市民課証明窓口は19:00まで開設

10月中は、クリーンセンターの法定点検。ごみを減らしましょう

市
立
図
書
館
イ
ベ
ン
ト（
無
料
）

【
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
】

◉
イ
ベ
ン
ト
名
・
日
時

ス
タ
ン
プ
の
ひ
（
３
歳
以
上
対
象
）

10
／
17
㈬
、
11
／
７
㈬
・
21
㈬
　
15
時
～

こ
う
さ
く
ま
る
ま
る
（
子
ど
も
対
象
）

10
／
28
㈰
　
14
時
～

み
ず
た
ま
の
ひ
（
６
歳
以
上
対
象
）

11
／
４
㈰
　
14
時
～

【
読
み
聞
か
せ
会
】

◉
イ
ベ
ン
ト
名
・
日
時

ノ
ン
タ
ン
文
庫
の
お
は
な
し
会

10
／
19
㈮
　
10
時
30
分
～

え
ほ
ん
侍
の
お
は
な
し
会

10
／
20
㈯
　
11
時
～

お
は
な
し
の
部
屋
「
そ
ら
ま
め
」

10
／
25
㈭
　
11
時
～

お
は
な
し
ま
る
ま
る

10
／
27
㈯
、
11
／
３
㈯
・
10
㈯
　
11
時
～

本
と
お
は
な
し
の
会

11
／
10
㈯
　
14
時
30
分
～

問
　
市
立
図
書
館
　
☎
22-

０
２
３
９

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

◉
場
所
　
市
役
所
本
館
１
階
ロ
ビ
ー

◉
演
目
・
日
時
・
出
演

声
楽
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

10
／
23
㈫
　
12
時
20
分
～
　
松
元
美
裕
子

合
唱

10
／
25
㈭
　
12
時
20
分
～
　

な
の
は
な
合
唱
団

問
　�

文
化
振
興
財
団
　
☎
23-

７
１
４
０

五
十
市
地
区
こ
ど
も
音
楽
祭

◉
日
時
　
10
月
28
日
㈰
　
９
時
30
分
～

◉
場
所
　
五
十
市
中
学
校
体
育
館

◉
内
容
　
小
・
中
学
生
に
よ
る
合
唱
な
ど

問
　
五
十
市
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　
　
☎
23-

２
１
８
４

匠た
く
みの
こ
こ
ろ 

in 

都
城（
工
芸・ハ
ン
ド

メ
イ
ド
フ
ェ
ア
） 

＆
地
場
産
業
ま
つ
り

◉
日
時
　
10
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰

　
　
　
　
10
時
～
16
時

◉
場
所
　
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

◉
内
容
　
県
内
外
の
工
芸
品
や
ハ
ン
ド
メ

イ
ド
作
品
、
地
場
産
品
の
販
売
、
カ
フ
ェ

な
ど

問
　
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
38-

４
５
６
１

く
す
り
と
健
康
講
演
会（
無
料
）

◉
日
時
　
10
月
28
日
㈰
　
10
時
～
15
時

◉
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◉
内
容
　
健
康
に
関
す
る
講
演
会
や
薬
の

相
談
会
、
健
康
薬
膳
料
理
の
教
室

※
教
室
は
定
員
30
人
で
、
要
申
し
込
み

申
問
　
都
城
市
北
諸
県
郡
薬
剤
師
会

　
　
　
☎
25-

２
４
５
５

婚
活
支
援
事
業「
仮
装 

DE 

恋
活
」

　
更
衣
室
を
用
意
し
て
い
る
の
で
、
衣
装

は
持
参
く
だ
さ
い
。

◉
日
時
　
10
月
27
日
㈯
　
18
時
～

◉
場
所
　
ま
ち
な
か
交
流
セ
ン
タ
ー

（M
allm
all

内
）　
多
目
的
室

◉
対
象
・
定
員
　
お
お
む
ね
25
～
40
歳
の

独
身
男
女
・
各
20
人

◉
費
用
　
２
千
円

申
問
　
10
月
20
日
㈯
ま
で
に
婚
活
支
援
良

縁
ど
っ
と
混
む
（
黒
木
）

☎
０
７
０-

５
５
３
０-

７
９
６
４

この他、さまざまな行事を開催して
います。詳しくは、子育て支援セン
ターのホームページで確認ください。

都城市子育て世代活動支援センター（ぷれぴか）� ☎36-5858
山之口地域子育て支援センター� ☎57-3298
山田地域子育て支援センター� ☎64-3171
東部地域子育て支援センター�エンゼル� ☎26-9587
高崎地域子育て支援センター�たんぽぽ� ☎62-0027

◉日時　10月26日㈮　11：00〜11：30
◉場所　山田地域子育て支援センター
◉定員　15組　※要申し込み

子育て支援センター行事

　親子や山田中央
保育所の園児が、
山田在住のジェー
ムス先生と一緒に
遊びながら英語を
学ぶ講座です。ぜ
ひ、一緒に学んで
みませんか。

今月のオススメ！「子育て講座　英語で遊ぼう」
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■マイナンバーカードを利用して、全国のコンビニで各種証明書を取得できます。
　（6：30〜23：00）

10月中は、クリーンセンターの法定点検。ごみを減らしましょう

史
跡
め
ぐ
り

◉
日
時
　
11
月
21
日
㈬
　
９
時
30
分
～

◉
集
合
場
所
　
都
城
運
動
公
園
野
球
場
駐

車
場

◉
行
程
　
西
南
の
役
招し

ょ
う

魂こ
ん

塚づ
か

→
大
島
畠は

た
け

田だ

遺
跡
歴
史
公
園
→
石
山
観
音
寺
→
高
崎
総

合
支
所
（
昼
食
）
→
東つ

ま

霧
島
神
社
→
南な

ん

洲し
ゅ
う

神
社
→
都
城
歴
史
資
料
館

※�

動
き
や
す
い
服
装
で
飲
み
物
を
持
参

◉
対
象
　
体
力
に
自
信
の
あ
る
人

◉
定
員
　
40
人

※�

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
当
選
者

の
み
11
月
７
日
㈬
ま
で
に
連
絡

◉
費
用
　
５
０
０
円
（
昼
食
代・保
険
料
）

申
問
　
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
生
年
月

日
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
10
月
26
日
㈮

ま
で
に
秘
書
広
報
課
（
〒
885-

８
５
５
５
）

☎
23-

３
１
７
４

薩
摩
古
道
の
散
策（
14・３
㌔
）

◉
日
時
　
10
月
21
日
㈰
　
８
時
～

◉
集
合
場
所
　
青
井
岳
温
泉
入
口
広
場

◉
定
員
　
80
人
　
※
申
し
込
み
順

◉
費
用
　
中
学
生
以
上
１
、５
０
０
円
、

小
学
生
千
円
（
抽
選
券
・
昼
食
代
含
む
）

申
問

　10
月
18
日
㈭
ま
で
に
青
井
岳
の
森

ふ
れ
あ
い
交
流
実
行
委
員
会
（
水つ

流る

）

☎
０
９
０-

５
３
８
２-

９
６
７
０

み
や
こ
の
じ
ょ
う
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ス
タ

◉
日
時
　
10
月
13
日
㈯
　
10
時
～
14
時

◉
場
所
　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

◉
内
容
　
農
産
物
や
手
芸
品
の
販
売
、
バ

ザ
ー
、
仕
事
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど

問
　
都
城
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
25-

１
０
０
０

都
城
島
津
邸
　
盆
栽
展

◉
日
時
　
10
月
18
日
㈭
～
21
日
㈰

　
　
　
　
９
時
～
17
時

◉
場
所
　
都
城
島
津
邸
本
宅

◉
観
覧
料
　
小
学
生
以
上
１
０
０
円

問

　都
城
島
津
邸
　
☎
23-

２
１
１
６

コ
マ
ー
ソ
ウ
ル
都
商

◉
日
時
　
10
月
20
日
㈯
　
10
時
～

◉
場
所
　M

ま

る

ま

る

allm
all

、
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流

プ
ラ
ザ

◉
内
容
　
食
品
や
工
芸
品
な
ど
の
販
売
実

習
、
子
ど
も
向
け
イ
ベ
ン
ト
な
ど

問
　
都
城
商
業
高
校
　
☎
22-
１
７
５
８

芸
術
文
化
協
会
加
盟
団
体
イ
ベ
ン
ト

【
お
ひ
さ
ま
劇
場
　も
り
の
ゆ
う
び
ん
は

い
た
つ
・
あ
ひ
る
さ
ん
の
ぼ
う
し
】

◉
日
時
　
10
月
22
日
㈪
　
19
時
～

◉
場
所
　
五
十
市
地
区
公
民
館

◉
そ
の
他
　
会
員
制
（
月
１
、２
０
０
円
）

問
　
み
や
こ
の
じ
ょ
う
子
ど
も
劇
場（
今
村
）

　
　
☎
０
９
０-

３
６
６
８-

７
７
５
８

【
都
城
歌
謡
会
・
協
会
音
楽
祭
】

◉
日
時
　
10
月
28
日
㈰
　
12
時
30
分
～

◉
場
所
　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

◉
費
用
　
中
学
生
以
上
１
、５
０
０
円

　
　
　
　
小
学
生
以
下
５
０
０
円

問
　
都
城
歌
謡
会
・
協
会
（
岡
元
）

　
　
☎
０
９
０-

３
０
４
８-

６
０
４
５

【
レ
ディ
ス
コ
ー
ル・グ
レ
ー
ス
30
周
年
記
念
演
奏
会
】

◉
日
時
　
10
月
28
日
㈰
　
14
時
～

◉
場
所
　
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

◉
費
用
　
大
人
千
円
、
学
生
５
０
０
円

問
　
レ
デ
ィ
ス
コ
ー
ル・
グ
レ
ー
ス（
笠
野
）

　
　
☎
０
９
０-

４
３
４
７-

３
２
５
３

都
城
圏
域
　
秋
の
就
職
説
明
会

◉
日
時
　
10
月
22
日
㈪
　
13
時
30
分
～

◉
場
所
　
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

◉
対
象
　
大
学
な
ど
を
平
成
31
年
３
月
卒

業
予
定
者
、
求
職
・
転
職
活
動
中
の
人

※
申
し
込
み
不
要

◉
内
容
　
企
業
と
の
個
別
面
談

問
　
商
工
政
策
課
　
☎
23-

２
９
８
３

お
出
か
け 

de 

ス
ポ
ー
ツ
大
作
戦

in 

ま
ち
な
か
広
場（
無
料
）

◉
日
時
　
10
月
22
日
㈪
　
15
時
～

◉
場
所
　
ま
ち
な
か
広
場（M

allm
all

内
）

◉
内
容
　
親
子
ビ
ク
ス
や
ス
ポ
ー
ツ
吹
き

矢
、
キ
ッ
ズ
バ
イ
ク

問
　
ス
ポ
ー
ツ
習
慣
化
促
進
モ
デ
ル
事
業

実
行
委
員
会
事
務
局
　
☎
23-

９
５
４
６

高
城
図
書
館
読
み
聞
か
せ
会

【
お
は
な
し
と
ん
と
ん
】

◉
日
時
　
10
月
27
日
㈯
、
11
月
10
日
㈯

　
　
　
　
11
時
～

問
　
高
城
図
書
館
　
☎
58-
４
２
２
４
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INFORMATION 申 問は申し込み、 は問い合わせ

市役所の開庁時間　平日8:30〜17:15
※毎週木曜日　市民課証明窓口は19:00まで開設

10月中は、クリーンセンターの法定点検。ごみを減らしましょう

市
立
図
書
館
イ
ベ
ン
ト（
無
料
）

【
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
】

◉
イ
ベ
ン
ト
名
・
日
時

ス
タ
ン
プ
の
ひ
（
３
歳
以
上
対
象
）

10
／
17
㈬
、
11
／
７
㈬
・
21
㈬
　
15
時
～

こ
う
さ
く
ま
る
ま
る
（
子
ど
も
対
象
）

10
／
28
㈰
　
14
時
～

み
ず
た
ま
の
ひ
（
６
歳
以
上
対
象
）

11
／
４
㈰
　
14
時
～

【
読
み
聞
か
せ
会
】

◉
イ
ベ
ン
ト
名
・
日
時

ノ
ン
タ
ン
文
庫
の
お
は
な
し
会

10
／
19
㈮
　
10
時
30
分
～

え
ほ
ん
侍
の
お
は
な
し
会

10
／
20
㈯
　
11
時
～

お
は
な
し
の
部
屋
「
そ
ら
ま
め
」

10
／
25
㈭
　
11
時
～

お
は
な
し
ま
る
ま
る

10
／
27
㈯
、
11
／
３
㈯
・
10
㈯
　
11
時
～

本
と
お
は
な
し
の
会

11
／
10
㈯
　
14
時
30
分
～

問
　
市
立
図
書
館
　
☎
22-

０
２
３
９

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

◉
場
所
　
市
役
所
本
館
１
階
ロ
ビ
ー

◉
演
目
・
日
時
・
出
演

声
楽
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

10
／
23
㈫
　
12
時
20
分
～
　
松
元
美
裕
子

合
唱

10
／
25
㈭
　
12
時
20
分
～
　

な
の
は
な
合
唱
団

問
　�

文
化
振
興
財
団
　
☎
23-

７
１
４
０

五
十
市
地
区
こ
ど
も
音
楽
祭

◉
日
時
　
10
月
28
日
㈰
　
９
時
30
分
～

◉
場
所
　
五
十
市
中
学
校
体
育
館

◉
内
容
　
小
・
中
学
生
に
よ
る
合
唱
な
ど

問
　
五
十
市
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　
　
☎
23-

２
１
８
４

匠た
く
みの

こ
こ
ろ 

in 

都
城（
工
芸・ハ
ン
ド

メ
イ
ド
フ
ェ
ア
） 

＆
地
場
産
業
ま
つ
り

◉
日
時
　
10
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰

　
　
　
　
10
時
～
16
時

◉
場
所
　
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

◉
内
容
　
県
内
外
の
工
芸
品
や
ハ
ン
ド
メ

イ
ド
作
品
、
地
場
産
品
の
販
売
、
カ
フ
ェ

な
ど

問
　
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
38-

４
５
６
１

く
す
り
と
健
康
講
演
会（
無
料
）

◉
日
時
　
10
月
28
日
㈰
　
10
時
～
15
時

◉
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◉
内
容
　
健
康
に
関
す
る
講
演
会
や
薬
の

相
談
会
、
健
康
薬
膳
料
理
の
教
室

※
教
室
は
定
員
30
人
で
、
要
申
し
込
み

申
問
　
都
城
市
北
諸
県
郡
薬
剤
師
会

　
　
　
☎
25-

２
４
５
５

婚
活
支
援
事
業「
仮
装 

DE 

恋
活
」

　
更
衣
室
を
用
意
し
て
い
る
の
で
、
衣
装

は
持
参
く
だ
さ
い
。

◉
日
時
　
10
月
27
日
㈯
　
18
時
～

◉
場
所
　
ま
ち
な
か
交
流
セ
ン
タ
ー

（M
allm
all

内
）　
多
目
的
室

◉
対
象
・
定
員
　
お
お
む
ね
25
～
40
歳
の

独
身
男
女
・
各
20
人

◉
費
用
　
２
千
円

申
問
　
10
月
20
日
㈯
ま
で
に
婚
活
支
援
良

縁
ど
っ
と
混
む
（
黒
木
）

☎
０
７
０-

５
５
３
０-

７
９
６
４

この他、さまざまな行事を開催して
います。詳しくは、子育て支援セン
ターのホームページで確認ください。

都城市子育て世代活動支援センター（ぷれぴか）� ☎36-5858
山之口地域子育て支援センター� ☎57-3298
山田地域子育て支援センター� ☎64-3171
東部地域子育て支援センター�エンゼル� ☎26-9587
高崎地域子育て支援センター�たんぽぽ� ☎62-0027

◉日時　10月26日㈮　11：00〜11：30
◉場所　山田地域子育て支援センター
◉定員　15組　※要申し込み

子育て支援センター行事

　親子や山田中央
保育所の園児が、
山田在住のジェー
ムス先生と一緒に
遊びながら英語を
学ぶ講座です。ぜ
ひ、一緒に学んで
みませんか。

今月のオススメ！「子育て講座　英語で遊ぼう」
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INFORMATION 申 問は申し込み、 は問い合わせ

市役所の開庁時間　平日8:30〜17:15
※毎週木曜日　市民課証明窓口は19:00まで開設

南
九
州
大
学
市
民
講
座

エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン
セ
ミ
ナ
ー

　
秋
冬
の
園
芸
や
敷
石
タ
イ
ル
の
創
作
を

楽
し
み
ま
す
。

◉
日
時
　
11
月
３
日
㈯

　
　
　
　
９
時
30
分
～
15
時

◉
場
所
　
南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス

◉
対
象
　
都
城
市
ま
た
は
三
股
町
、
曽
於

市
、
志
布
志
市
に
在
住
す
る
人

◉
定
員
　
30
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

◉
費
用
　
５
０
０
円
　
※
昼
食
を
持
参

申
問
　
講
座
名
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
10
月
19
日

㈮
ま
で
に
は
が
き
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、

総
合
政
策
課
（
〒
885-

８
５
５
５
）

☎
23-

７
１
６
１
　
℻

23-

２
６
７
５

料
理
教
室
　
お
ひ
さ
ま
の
台
所

◉
日
時
　
10
月
27
日
㈯
　
10
時
～
13
時

◉
場
所
　
Ｊ
Ａ
都
城
南
部
支
所（
早
鈴
町
）

◉
内
容
　
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
か
ぼ
ち
ゃ
タ
ル
ト

◉
定
員
　
親
子
６
組

◉
費
用
　
１
、５
０
０
円

※
子
ど
も
１
人
追
加
で
５
０
０
円
増

申
問
　
10
月
12
日
㈮
ま
で
に
Ｊ
Ａ
都
城
組

織
生
活
課
　
☎
38-

６
６
９
８

在
宅
療
養・看み

と取
り
出
前
講
座（
無
料
）

◉
日
時
　
毎
週
水
曜
日
の
９
時
30
分
～
16

時
（
40
分
程
度
）

◉
場
所
　
受
講
者
の
指
定
場
所

◉
テ
ー
マ
　
①
暮
ら
し
を
支
え
る
医
療
・

介
護
の
専
門
家
、
②
わ
が
家
で
の
暮
ら
し

の
第
１
歩
、
③
元
気
な
う
ち
の
備
え

◉
定
員
　
20
人
　
※
要
申
し
込
み

申
問
　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
９
時

～
17
時
に
都
城
市
北
諸
県
郡
医
師
会

☎
０
９
０-

４
９
８
０-

７
８
３
０

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
講
習（
無
料
）

【
①
介
護
施
設
調
理
補
助
講
習
】

　
介
護
食
・
疾
病
時
食
な
ど
の
基
礎
知
識

と
調
理
技
術
が
習
得
で
き
ま
す
。

◉
日
程
　
11
月
２
日
㈮

◉
対
象
・
定
員
　
60
歳
以
上
で
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
予
定
、
か
つ
介
護

分
野
で
就
業
を
希
望
す
る
人
・
10
人

【
②
農
業
ス
タ
ッ
フ
講
習
】

　
土
壌
づ
く
り
や
農
業
機
械
器
具
の
基
礎

知
識
、
技
術
が
習
得
で
き
ま
す
。

◉
日
程
　
11
月
19
日
㈪
～
29
日
㈭
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
８
日
間
）

◉
対
象
・
定
員
　
55
歳
以
上
で
、
農
業
法

人
な
ど
へ
の
就
職
を
希
望
す
る
人
・
10
人

※
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
登
録
が
必
要

申
問
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
都
城
ま
た
は
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
配
布
す
る
申
込

書
に
記
入
し
、
①
は
10
月
26
日
㈮
、
②
は

11
月
５
日
㈪
ま
で
に
、
宮
崎
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
（
〒
880-

０
８
６

７
　
瀬
頭
二
丁
目
６-

14
）
に
郵
送
ま
た

は
持
参

☎
０
９
８
５-

31-

３
７
７
５

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
教
室（
全
３
回
）

◉
日
時
　
11
月
２
日
㈮
・
９
日
㈮
・
16
日

㈮
　
10
時
～
12
時

◉
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◉
定
員
　
10
人
　
※
３
人
以
上
で
実
施

◉
費
用
　
千
円
（
３
回
分
）
と
各
回
の
材

料
費
２
千
円

申
問
　
10
月
25
日
㈭
ま
で
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
　
☎
23-

２
０
０
１

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク（
無
料
）

　
元
キ
ュ
ー
バ
代
表
選
手
モ
ー
リ
ス
・
ト

ラ
ル
バ
さ
ん
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
で
す
。

◉
日
時
　
12
月
８
日
㈯
　
９
時
～
15
時

◉
場
所
　
早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

ア
リ
ー
ナ

◉
対
象
　
市
内
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

に
所
属
す
る
小
学
３
～
６
年
生

◉
定
員
　
１
０
０
人

申
問
　
10
月
31
日
㈬
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
　
☎
23-

９
５
４
６

ふ
ぐ
処
理
師
受
験
資
格
認
定
講
習
会

◉
講
習
名
・
日
程
・
場
所

学
科

11
月
５
日
㈪
　
Ｊ
Ａ
・
Ａ
Ｚ
Ｍ
ホ
ー
ル
別

館
　
※
筆
記
用
具
、
調
理
師
読
本
２
０
１

８
年
版
を
持
参

実
技

11
月
６
日
㈫
　
宮
崎
市
保
健
所
　
※
マ
ス

ク
、
作
業
衣
、
帽
子
、
包
丁
、
１
㌔
前
後

の
ト
ラ
フ
グ
を
持
参

◉
費
用
　
１
万
２
千
円

申
問
　
県
内
の
保
健
所
で
配
布
す
る
受
講

申
込
書
に
記
入
し
、11
月
２
日
㈮
ま
で
に
、

都
城
地
区
食
品
衛
生
協
会
（
都
城
保
健
所

内
）　
☎
25-

３
２
１
３

家庭用プラスチック製品は燃やせるごみです
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山
之
口
弥
五
郎
ど
ん
祭
り

◉
日
時
　
11
月
３
日
㈯
　
10
時
～

◉
場
所
　
弥
五
郎
ど
ん
の
館
周
辺

◉
内
容
　
浜は

ま殿
下
り
（
11
時
30
分
～
）、

民
俗
芸
能
の
奉
納
、
地
場
産
品
の
展
示
販

売
、
力
餅
の
無
料
配
布
な
ど

問
　
山
之
口
地
域
振
興
課

　
　
☎
57-

３
１
１
６

総
合
文
化
ホ
ー
ル
自
主
事
業

奥
田
弦
ジ
ャ
ズ
ワ
ー
ル
ド 

in 

Ｍ
Ｊ

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
Ｅ
テ
レ
「
ム
ジ
カ
・
ピ
ッ
コ

リ
ー
ノ
」
の
レ
オ
役
を
務
め
、
驚
異
的
な

テ
ク
ニ
ッ
ク
と
ア
レ
ン
ジ
・
作
曲
力
を
兼

ね
備
え
た
16
歳
の
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
が

鮮
や
か
な
音
色
を
披
露
し
ま
す
。

◉
日
時
　
平
成
31
年
１
月
14
日
㈪

　
　
　
　
14
時
～

◉
場
所
　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

◉
料
金
　
一
般
２
、５
０
０
円
、
高
校
生

以
下
千
円
、
親
子
ペ
ア
３
千
円

※
10
月
13
日
㈯
か
ら
一
般
販
売

申
問
　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

　
　
　
☎
23-

７
１
４
０

健
康
課
主
催
の
教
室（
無
料
）

　
運
動
教
室
に
は
運
動
の
で
き
る
服
装
で

参
加
し
、
タ
オ
ル
や
飲
み
物
、
健
康
保
険

証
な
ど
を
持
参
く
だ
さ
い
。

【
健
康
ラ
イ
フ
教
室
（
講
話
編
）】

◉
日
時
　
10
月
11
日
㈭
　
10
時
～

◉
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◉
内
容
　
西
浦
病
院
院
長
に
よ
る
腎
臓
に

関
す
る
講
話

◉
定
員
　
40
人
　
※�

要
申
し
込
み

【
女
性
の
た
め
の
骨
こ
つ
健
康
教
室
】

◉
日
時
　
10
月
16
日
㈫
　
13
時
30
分
～

◉
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◉
内
容
　
理
学
療
法
士
に
よ
る
講
話
と
運
動

◉
定
員
　
30
人
　
※�

要
申
し
込
み

【
ミ
ニ
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室
】

◉
日
時
　
10
月
19
日
㈮
　
９
時
30
分
～

◉
場
所
　
山
田
町
体
育
館

◉
定
員
　
30
人
　
※
要
申
し
込
み

【
ス
テ
ッ
プ
運
動
教
室
】

◉
日
程
　
10
月
25
日
㈭

◉
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◉
対
象
・
時
間
・
定
員

経
験
し
た
こ
と
の
あ
る
市
民

①
９
時
30
分
～
11
時
30
分
　
30
人

②
13
時
45
分
～
15
時
30
分
　
20
人

未
経
験
の
市
民

13
時
～
13
時
45
分
　
10
人

※�

要
申
し
込
み
。
通
院・治
療
中
の
人
は
、

主
治
医
に
相
談
し
、
参
加
く
だ
さ
い

申
問
　
健
康
課
　
☎
23-

２
７
６
５

認
知
症
家
族
支
援
「
な
ご
み
会
」

（
無
料
）

◉
日
時
　
10
月
27
日
㈯
　
13
時
～
15
時

◉
場
所
　
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

◉
内
容
　
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
口
腔
ケ
ア

に
つ
い
て
の
講
演

申
問
　
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
☎
25-

２
１
２
３

霧
島
火
山
状
況
・
都
城
の
地
下
地

層
の
成
り
立
ち
講
座（
無
料
）

◉
日
時
　
10
月
27
日
㈯
　
14
時
～
16
時

◉
場
所
　
庄
内
地
区
公
民
館

※
駐
車
場
は
Ｊ
Ａ
都
城
庄
内
支
所

◉
定
員
　
１
０
０
人
　
※
申
し
込
み
順

申
問
　
庄
内
地
区
公
民
館

　
　
　
☎
37-

０
８
８
８

南
九
州
大
学
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
そ
び
の
教
室
　
絵
皿
、自
由
画

◉
日
時
　
10
月
27
日
㈯
　
９
時
～
11
時

◉
場
所
　
南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス

◉
対
象
　
４
歳
～
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

◉
定
員
　
15
組
　
※
申
し
込
み
順

◉
費
用
　
子
ど
も
１
人
３
０
０
円
（
保
険

料
・
材
料
費
含
む
）

申
問
　
住
所
、
子
と
保
護
者
の
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
年
齢
、
電
話
番
号
、
フ
ァ
ク

ス
番
号
を
記
入
し
、
10
月
24
日
㈬
ま
で
に

フ
ァ
ク
ス
で
、
南
九
州
大
学
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー

☎
46-

１
０
５
０
　
℻�

46-

１
０
５
１

リ
ハ
ビ
リ
教
室（
無
料
）

◉
日
時
　
11
月
10
日
㈯
　
13
時
～
14
時

◉
場
所
　
藤
元
上
町
病
院

◉
内
容
　
介
護
や
転
倒
の
予
防
方
法

問
　
藤
元
上
町
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
部
（
丸
水
）　
☎
23-
４
０
０
０

家庭用プラスチック製品は燃やせるごみです
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INFORMATION 申 問は申し込み、 は問い合わせ

市役所の開庁時間　平日8:30〜17:15
※毎週木曜日　市民課証明窓口は19:00まで開設

南
九
州
大
学
市
民
講
座

エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン
セ
ミ
ナ
ー

　
秋
冬
の
園
芸
や
敷
石
タ
イ
ル
の
創
作
を

楽
し
み
ま
す
。

◉
日
時
　
11
月
３
日
㈯

　
　
　
　
９
時
30
分
～
15
時

◉
場
所
　
南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス

◉
対
象
　
都
城
市
ま
た
は
三
股
町
、
曽
於

市
、
志
布
志
市
に
在
住
す
る
人

◉
定
員
　
30
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

◉
費
用
　
５
０
０
円
　
※
昼
食
を
持
参

申
問
　
講
座
名
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
10
月
19
日

㈮
ま
で
に
は
が
き
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、

総
合
政
策
課
（
〒
885-

８
５
５
５
）

☎
23-

７
１
６
１
　
℻

23-

２
６
７
５

料
理
教
室
　
お
ひ
さ
ま
の
台
所

◉
日
時
　
10
月
27
日
㈯
　
10
時
～
13
時

◉
場
所
　
Ｊ
Ａ
都
城
南
部
支
所（
早
鈴
町
）

◉
内
容
　
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
か
ぼ
ち
ゃ
タ
ル
ト

◉
定
員
　
親
子
６
組

◉
費
用
　
１
、５
０
０
円

※
子
ど
も
１
人
追
加
で
５
０
０
円
増

申
問
　
10
月
12
日
㈮
ま
で
に
Ｊ
Ａ
都
城
組

織
生
活
課
　
☎
38-

６
６
９
８

在
宅
療
養・看み

と取
り
出
前
講
座（
無
料
）

◉
日
時
　
毎
週
水
曜
日
の
９
時
30
分
～
16

時
（
40
分
程
度
）

◉
場
所
　
受
講
者
の
指
定
場
所

◉
テ
ー
マ
　
①
暮
ら
し
を
支
え
る
医
療
・

介
護
の
専
門
家
、
②
わ
が
家
で
の
暮
ら
し

の
第
１
歩
、
③
元
気
な
う
ち
の
備
え

◉
定
員
　
20
人
　
※
要
申
し
込
み

申
問
　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
９
時

～
17
時
に
都
城
市
北
諸
県
郡
医
師
会

☎
０
９
０-

４
９
８
０-

７
８
３
０

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
講
習（
無
料
）

【
①
介
護
施
設
調
理
補
助
講
習
】

　
介
護
食
・
疾
病
時
食
な
ど
の
基
礎
知
識

と
調
理
技
術
が
習
得
で
き
ま
す
。

◉
日
程
　
11
月
２
日
㈮

◉
対
象
・
定
員
　
60
歳
以
上
で
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
予
定
、
か
つ
介
護

分
野
で
就
業
を
希
望
す
る
人
・
10
人

【
②
農
業
ス
タ
ッ
フ
講
習
】

　
土
壌
づ
く
り
や
農
業
機
械
器
具
の
基
礎

知
識
、
技
術
が
習
得
で
き
ま
す
。

◉
日
程
　
11
月
19
日
㈪
～
29
日
㈭
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
８
日
間
）

◉
対
象
・
定
員
　
55
歳
以
上
で
、
農
業
法

人
な
ど
へ
の
就
職
を
希
望
す
る
人
・
10
人

※
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
登
録
が
必
要

申
問
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
都
城
ま
た
は
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
配
布
す
る
申
込

書
に
記
入
し
、
①
は
10
月
26
日
㈮
、
②
は

11
月
５
日
㈪
ま
で
に
、
宮
崎
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
（
〒
880-

０
８
６

７
　
瀬
頭
二
丁
目
６-

14
）
に
郵
送
ま
た

は
持
参

☎
０
９
８
５-

31-

３
７
７
５

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
教
室（
全
３
回
）

◉
日
時
　
11
月
２
日
㈮
・
９
日
㈮
・
16
日

㈮
　
10
時
～
12
時

◉
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◉
定
員
　
10
人
　
※
３
人
以
上
で
実
施

◉
費
用
　
千
円
（
３
回
分
）
と
各
回
の
材

料
費
２
千
円

申
問
　
10
月
25
日
㈭
ま
で
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
　
☎
23-

２
０
０
１

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク（
無
料
）

　
元
キ
ュ
ー
バ
代
表
選
手
モ
ー
リ
ス
・
ト

ラ
ル
バ
さ
ん
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
で
す
。

◉
日
時
　
12
月
８
日
㈯
　
９
時
～
15
時

◉
場
所
　
早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

ア
リ
ー
ナ

◉
対
象
　
市
内
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

に
所
属
す
る
小
学
３
～
６
年
生

◉
定
員
　
１
０
０
人

申
問
　
10
月
31
日
㈬
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
　
☎
23-

９
５
４
６

ふ
ぐ
処
理
師
受
験
資
格
認
定
講
習
会

◉
講
習
名
・
日
程
・
場
所

学
科

11
月
５
日
㈪
　
Ｊ
Ａ
・
Ａ
Ｚ
Ｍ
ホ
ー
ル
別

館
　
※
筆
記
用
具
、
調
理
師
読
本
２
０
１

８
年
版
を
持
参

実
技

11
月
６
日
㈫
　
宮
崎
市
保
健
所
　
※
マ
ス

ク
、
作
業
衣
、
帽
子
、
包
丁
、
１
㌔
前
後

の
ト
ラ
フ
グ
を
持
参

◉
費
用
　
１
万
２
千
円

申
問
　
県
内
の
保
健
所
で
配
布
す
る
受
講

申
込
書
に
記
入
し
、11
月
２
日
㈮
ま
で
に
、

都
城
地
区
食
品
衛
生
協
会
（
都
城
保
健
所

内
）　
☎
25-

３
２
１
３

家庭用プラスチック製品は燃やせるごみです
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INFORMATION 申 問は申し込み、 は問い合わせ

市役所の開庁時間　平日8:30〜17:15
※毎週木曜日　市民課証明窓口は19:00まで開設

教
育
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
無
料
）

◉
電
話
・
面
接
相
談

月
～
金
曜
日
　
９
時
～
16
時
30
分

◉
場
所
　
教
育
相
談
室
（
市
役
所
八
幡
町

別
館
）

◉
相
談
専
用
電
話
　
☎
46-

２
０
８
８

消
費
生
活
相
談（
無
料
）

【
電
話
・
面
接
相
談
】

◉
時
間
　
月
～
金
曜
日
　
９
時
～
16
時

【
弁
護
士
法
律
相
談（
前
々
日
ま
で
に
要
予
約
）】

10
／
11
㈭
　
13
時
30
分
～
16
時
30
分

三
股
町
福
祉
・
消
費
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー

（
三
股
町
役
場
庁
舎
東
側
）

10
／
26
㈮
　
13
時
～
16
時
　
都
城
市
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
本
館
２
階
）

◉
相
談
時
間
　
30
分
程
度

◉
相
談
専
用
電
話

【
都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
】

☎
23-

７
１
５
４

【
三
股
町
福
祉・消
費
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
】

☎
52-

０
９
９
９

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
無
料
）

　
精
神
科
の
医
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◉
日
時
　
10
月
18
日
㈭

　
　
　
　
13
時
30
分
～
16
時

◉
場
所
　
都
城
保
健
所
　
※
要
予
約

申
問
　
都
城
保
健
所
　
☎
23-

４
５
０
４

労
働
相
談（
無
料
）

　
県
内
の
事
業
所
に
勤
務
す
る
労
働
者
と

使
用
者
を
対
象
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
労
働
問

題
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◉
日
時
　10
月
22
日
㈪
～
28
日
㈰

　　　
　
　
　
８
時
30
分
～
19
時

※
土
・
日
曜
日
は
９
時
～
17
時

◉
場
所
　
県
労
働
委
員
会
事
務
局
（
県
庁

３
号
館
６
階
）

◉
相
談
方
法
　
電
話
、
面
談
な
ど

◉
相
談
専
用
電
話
　

働
く
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
９
８
５-

26-

７
５
３
８

在
宅
医
療
・
介
護
従
事
者
の
た
め

の
専
用
相
談（
無
料
）

　
医
療
機
関
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
な

ど
の
専
門
職
か
ら
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◉
日
時
　
月
～
金
曜
日
　
９
時
～
16
時

※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

◉
相
談
専
用
電
話

【
在
宅
医
療・介
護
連
携
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
都
城
市
北
諸
県
郡
医
師
会
事
務
局
内
）】

☎
０
９
０-

４
９
８
０-

７
８
３
０

交
通
事
故
相
談（
無
料
）

◉
日
時
　
毎
週
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

　
　
　
　
９
時
～
16
時

◉
場
所
　
交
通
事
故
相
談
室

　
　
　
　（
市
役
所
本
館
２
階
）

◉
相
談
専
用
電
話
　
☎
23-

０
９
４
４

宮
崎
県
子
ど
も・若
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
わ
か
ば

子
ど
も・若
者
に
関
す
る
相
談（
無
料
）

　
０
歳
～
39
歳
の
人
や
家
族
を
対
象
に
、

悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
ま
た
、
出
張
相
談
（
予
約
制
）
に
も

応
じ
ま
す
。

◉
日
時
　
毎
週
月
～
水
・
土
・
日
曜
日

　
　
　
　
10
時
～
17
時

※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

◉
相
談
専
用
電
話
・
フ
ァ
ク
ス

☎
０
９
８
５-

41-

７
８
３
０

℻
０
９
８
５-

41-

７
８
３
１

◉
相
談
専
用
メ
ー
ル

soudan@
m
iyazaki-kow

aka.jp

厚
生
労
働
省
・
宮
崎
県
委
託
事
業

若
者
就
職
支
援（
無
料
）

◉
対
象
　
就
職
を
目
指
す
15
～
39
歳
の
無

職
の
人
と
そ
の
家
族

◉
日
時
　
月
～
金
曜
日
　
10
時
～
17
時
　

※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

◉
場
所
　
み
や
ざ
き
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
サ
テ
ラ
イ
ト
都
城
（
東
町
４
街

区
30
号
）

申
問
　
み
や
ざ
き
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
サ
テ
ラ
イ
ト
都
城

☎
36-

６
５
１
０

ごみの収集日自動音声案内　☎22-5374

　藤元総合病院近くの大薗橋は、老朽
化のため積み荷なども含め３ｔを超え
る車両の通行を制限しています。安全
のため協力をお願いします。
問　維持管理課　☎23-2752

大薗橋の通行制限

姫城
中学校

大薗橋 藤元総合病院

←至都城市役所

コミュニティ●
センター　
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■マイナンバーカードを利用して、全国のコンビニで各種証明書を取得できます。
　（6：30〜23：00）

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
み
や
こ
の
じ
ょ
う

暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談（
無
料
）

◉
場
所
　
都
北
労
働
福
祉
会
館

　
　
　
　（
北
原
町
４
街
区
４
号
）

◉
電
話
・
面
接
相
談

月
～
金
曜
日
　
10
時
～
17
時

※
祝
日
を
除
く

◉
専
門
相
談
（
要
予
約
）

【
多
重
債
務
・
生
活
法
律
相
談
】

毎
週
火
曜
日
　
13
時
～
16
時

【
職
場・学
校・家
庭
で
の
悩
み
ご
と
相
談
】

毎
週
水
曜
日
　
13
時
～
16
時

【
年
金
・
老
後
の
暮
ら
し
相
談
】

毎
週
木
曜
日
　
13
時
～
16
時

◉
相
談
専
用
電
話

☎
０
１
２
０-

３
９
７-

８
６
８

◉
メ
ー
ル
で
の
相
談

tohoku@
m
iya-chuo.or.jp

一
人
で
悩
ま
な
い
で
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

こ
こ
ろ
の
相
談
電
話（
無
料
）

【
こ
こ
ろ
の
電
話
（
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
）】　
☎
０
９
８
５-

32-

５
５
６
６

◉
日
時
　
月
～
金
曜
日
　
９
時
～
19
時

※
祝
日
を
除
く

【
都
城
保
健
所
】　
☎
23-

４
５
０
４

◉
日
時
　
月
～
金
曜
日
　
８
時
30
分
～
17

時
　
※
祝
日
を
除
く

【
福
祉
課
】　
☎
23-

２
９
８
０

◉
日
時
　
月
～
金
曜
日
　
８
時
30
分
～
17

時
　
※
祝
日
を
除
く

子
育
て
に
関
す
る
相
談（
無
料
）

　
子
育
て
の
悩
み
や
不
安
を
１
人
で
抱
え

込
ま
ず
、
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

【
都
城
市
保
健
セ
ン
タ
ー（M

ま

る

ま

る

allm
all

内
）】

☎
36-

５
６
６
１

【
東
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
城
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）】　
☎
58-

６
８
０
０

【
西
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
崎
福
祉
保
健

セ
ン
タ
ー
内
）】　
☎
62-

４
４
１
１

【
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
り
ん

（
10
時
～
19
時
　
毎
週
木
曜
日
は
除
く
）】

☎
45-

２
１
４
０

【
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
ぼ
み

（
24
時
間
・
３
６
５
日
）】

☎
０
９
８
５-

78-

３
７
３
７

虐
待
に
関
す
る
相
談（
無
料
）

【
こ
ど
も
課
】　
☎
23-

２
６
８
４

【
東
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
城
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）】　
☎
58-
６
８
０
０

【
西
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
崎
福
祉
保
健

セ
ン
タ
ー
内
）】　
☎
62-
４
４
１
１

【
都
城
児
童
相
談
所
】　
☎
22-
４
２
９
４

【
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
（
24

時
間
・
３
６
５
日
）】

☎
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

女
性
相
談
員
や
女
性
弁
護
士
に
よ
る

女
性
総
合
相
談（
無
料
）

①
女
性
相
談
員
電
話
・
面
接
相
談

月
～
金
曜
日
　
10
時
～
16
時

②
こ
こ
ろ
の
相
談

10
月
15
日
㈪
　
14
時
～
16
時

③
法
律
相
談
（
前
週
の
水
曜
日
ま
で
に
要

予
約
）

10
月
23
日
㈫
　
13
時
～
16
時

◉
場
所
　
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　（
市
役
所
本
館
２
階
）

◉
相
談
時
間
　
①
②
は
１
時
間
程
度
、
③

は
30
分
程
度

※�

①
の
面
接
相
談
と
②
③
は
、
事
前
に
聞

き
取
り
と
予
約
が
必
要

◉
相
談
専
用
電
話
　
☎
23-

７
１
５
７

不
妊
相
談・妊
娠
総
合
相
談（
無
料
）

◉
場
所
　
都
城
保
健
所

◉
相
談
・
予
約
電
話
　
☎
23-

４
５
０
４

【
不
妊
相
談
】

不
妊
に
関
す
る
悩
み
な
ど
の
面
接
相
談

◉
日
時
　
第
４
金
曜
日

　
　
　
　
９
時
30
分
～
15
時
30
分

◉
相
談
方
法
　
面
接
　
※
午
後
は
要
予
約

【
妊
娠
総
合
相
談
】

思
い
が
け
な
い
妊
娠
に
関
す
る
悩
み
の
相
談

◉
日
時
　
月
～
金
曜
日
　
８
時
30
分
～
17

時
15
分
　
※
祝
日
を
除
く

◉
相
談
方
法
　
電
話
、
面
接
　

※
面
接
の
場
合
は
要
予
約

一
日
合
同
行
政
相
談
所（
無
料
）

　
弁
護
士
や
司
法
書
士
、
国
税
局
・
河
川

国
道
事
務
所
・
年
金
事
務
所
な
ど
の
職
員

が
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

◉
日
時
　
10
月
26
日
㈮
　
10
時
～
15
時

※
14
時
30
分
ま
で
受
け
付
け

◉
場
所
　
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

問
　
秘
書
広
報
課
　
☎
23-

３
１
７
４

ごみの収集日自動音声案内　☎22-5374
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INFORMATION 申 問は申し込み、 は問い合わせ

市役所の開庁時間　平日8:30〜17:15
※毎週木曜日　市民課証明窓口は19:00まで開設

教
育
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
無
料
）

◉
電
話
・
面
接
相
談

月
～
金
曜
日
　
９
時
～
16
時
30
分

◉
場
所
　
教
育
相
談
室
（
市
役
所
八
幡
町

別
館
）

◉
相
談
専
用
電
話
　
☎
46-

２
０
８
８

消
費
生
活
相
談（
無
料
）

【
電
話
・
面
接
相
談
】

◉
時
間
　
月
～
金
曜
日
　
９
時
～
16
時

【
弁
護
士
法
律
相
談（
前
々
日
ま
で
に
要
予
約
）】

10
／
11
㈭
　
13
時
30
分
～
16
時
30
分

三
股
町
福
祉
・
消
費
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー

（
三
股
町
役
場
庁
舎
東
側
）

10
／
26
㈮
　
13
時
～
16
時
　
都
城
市
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
本
館
２
階
）

◉
相
談
時
間
　
30
分
程
度

◉
相
談
専
用
電
話

【
都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
】

☎
23-

７
１
５
４

【
三
股
町
福
祉・消
費
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
】

☎
52-

０
９
９
９

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
無
料
）

　
精
神
科
の
医
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◉
日
時
　
10
月
18
日
㈭

　
　
　
　
13
時
30
分
～
16
時

◉
場
所
　
都
城
保
健
所
　
※
要
予
約

申
問
　
都
城
保
健
所
　
☎
23-

４
５
０
４

労
働
相
談（
無
料
）

　
県
内
の
事
業
所
に
勤
務
す
る
労
働
者
と

使
用
者
を
対
象
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
労
働
問

題
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◉
日
時

　10
月
22
日
㈪
～
28
日
㈰

　　　
　
　
　
８
時
30
分
～
19
時

※
土
・
日
曜
日
は
９
時
～
17
時

◉
場
所
　
県
労
働
委
員
会
事
務
局
（
県
庁

３
号
館
６
階
）

◉
相
談
方
法
　
電
話
、
面
談
な
ど

◉
相
談
専
用
電
話
　

働
く
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
９
８
５-

26-

７
５
３
８

在
宅
医
療
・
介
護
従
事
者
の
た
め

の
専
用
相
談（
無
料
）

　
医
療
機
関
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
な

ど
の
専
門
職
か
ら
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◉
日
時
　
月
～
金
曜
日
　
９
時
～
16
時

※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

◉
相
談
専
用
電
話

【
在
宅
医
療・介
護
連
携
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
都
城
市
北
諸
県
郡
医
師
会
事
務
局
内
）】

☎
０
９
０-

４
９
８
０-

７
８
３
０

交
通
事
故
相
談（
無
料
）

◉
日
時
　
毎
週
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

　
　
　
　
９
時
～
16
時

◉
場
所
　
交
通
事
故
相
談
室

　
　
　
　（
市
役
所
本
館
２
階
）

◉
相
談
専
用
電
話
　
☎
23-

０
９
４
４

宮
崎
県
子
ど
も・若
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
わ
か
ば

子
ど
も・若
者
に
関
す
る
相
談（
無
料
）

　
０
歳
～
39
歳
の
人
や
家
族
を
対
象
に
、

悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
ま
た
、
出
張
相
談
（
予
約
制
）
に
も

応
じ
ま
す
。

◉
日
時
　
毎
週
月
～
水
・
土
・
日
曜
日

　
　
　
　
10
時
～
17
時

※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

◉
相
談
専
用
電
話
・
フ
ァ
ク
ス

☎
０
９
８
５-

41-

７
８
３
０

℻
０
９
８
５-

41-

７
８
３
１

◉
相
談
専
用
メ
ー
ル

soudan@
m
iyazaki-kow

aka.jp

厚
生
労
働
省
・
宮
崎
県
委
託
事
業

若
者
就
職
支
援（
無
料
）

◉
対
象
　
就
職
を
目
指
す
15
～
39
歳
の
無

職
の
人
と
そ
の
家
族

◉
日
時
　
月
～
金
曜
日
　
10
時
～
17
時
　

※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

◉
場
所
　
み
や
ざ
き
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
サ
テ
ラ
イ
ト
都
城
（
東
町
４
街

区
30
号
）

申
問
　
み
や
ざ
き
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
サ
テ
ラ
イ
ト
都
城

☎
36-

６
５
１
０

ごみの収集日自動音声案内　☎22-5374

　藤元総合病院近くの大薗橋は、老朽
化のため積み荷なども含め３ｔを超え
る車両の通行を制限しています。安全
のため協力をお願いします。
問　維持管理課　☎23-2752

大薗橋の通行制限

姫城
中学校

大薗橋 藤元総合病院

←至都城市役所

コミュニティ●
センター　

23 MIYAKONOJO CITY PUBLIC RELATIONS 2018.10



INFORMATION 毎月第３日曜日は「家庭の日」申 問は申し込み、 は問い合わせ

市役所の開庁時間　平日8:30〜17:15
※毎週木曜日　市民課証明窓口は19:00まで開設

休日急病診療機関
●診療時間　9：00～18：00
※歯科は17：00まで
◎みやざき医療ナビも利用ください

月日 医療機関名 電話番号
10/21
㈰

仮屋医院（内・小） 36-0521
瀬ノ口医院（内・消） 25-5155
坂田医院（内・消・胃） 51-2003
ＭＫクリニック（脳） 51-6777
姉川医院（皮・泌） 22-2205
北原医院（産・婦） 22-4133
とだか歯科医院 21-3618

10/28
㈰

児玉小児科 25-5570
藤元総合病院（内） 22-1717
いづみ内科医院 22-7111
とまり内科外科胃腸科医院 52-1135
石井皮膚科医院 23-4588
いそいち産婦人科医院 22-4585
やすひさ歯科医院 39-5900

11/3
㈯

ふくしまクリニック（内・消・小）46-5001
鵜木循環器内科医院 26-0008
瀬ノ口内科放射線科医院（内）25-7780
都城フォレスト・クリニック脳神経外科（脳）80-4313
よしかわクリニック（麻・整・内）23-9384
西元眼科医院 25-8888
大王歯科医院 24-8827

11/4
㈰

柳田病院（小・内） 22-4862
有川呼吸器内科医院 24-6677
隅病院（内・胃） 62-1100
安藤胃腸科外科医院（消・外・内）39-2226
飯田整形外科クリニック 46-5115
武田産婦人科医院 22-0336
浜田歯科医院 22-0222

※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎23-5555、
歯科医師会は☎25-4100）で確認ください

●休日当番薬局
10/21㈰ そうごう志和池、姫城、ひかり、薬研
10/28㈰ 大光、古川

11/3㈯ さわやか、そうごう都原、サンライト、
椎の木、中原町

11/4㈰ 東町、そうごう上川東、とよみつ、
サン蔵原、日研

架
空
請
求
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　
利
用
し
て
い
な
い
の
に
架
空
の
請
求
内

容
が
書
か
れ
た
は
が
き
や
メ
ー
ル
な
ど
が

送
ら
れ
て
く
る
と
い
う
相
談
が
数
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
強
制
執
行
」
な
ど

の
脅
し
文
句
や
実
在
す
る
事
業
者
を
か
た

る
な
ど
、
手
口
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
は
が
き
な
ど
に
書
い
て
あ
る
連
絡
先
に

は
決
し
て
連
絡
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
書

か
れ
て
い
る
内
容
に
不
安
が
あ
る
場
合

は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
く
だ
さ

い
。

問
　
都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
23-

７
１
５
４

店
舗
看
板
な
ど
の
屋
外
広
告
物

　
県
は
、
郷
土
の
美
し
い
自
然
や
街
並
み

を
守
る
た
め「
宮
崎
県
屋
外
広
告
物
条
例
」

を
定
め
て
い
ま
す
。
張
り
紙
や
店
舗
の
看

板
、
道
路
沿
い
の
広
告
板
な
ど
の
屋
外
広

告
物
を
出
す
と
き
は
、
原
則
、
許
可
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
屋
外
広
告
物
の
表
示
や

設
置
が
で
き
な
い
場
所
や
地
域
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
相
談
く
だ
さ
い
。

問
　
都
城
土
木
事
務
所

　
　
☎
23-

４
５
１
２

市
内
の
コ
ン
ビ
二
で
、
戸
籍
証
明

書
を
取
得
で
き
ま
す

　
延
岡
市
や
日
南
市
、
西
都
市
、
え
び
の

市
な
ど
本
籍
地
が
市
外
の
人
で
も
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
て
、
市
内
の
コ

ン
ビ
二
の
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
で
、
戸
籍
証

明
書
を
取
得
で
き
ま
す
。
対
象
と
な
る
市

区
町
村
は
、
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ

ム
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ

い
。
な
お
、
取
得
の
際
は
、
初
回
の
み
マ

ル
チ
コ
ピ
ー
機
で
利
用
登
録
申
請
が
必
要

で
、
登
録
に
は
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
３

営
業
日
を
要
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

問
　
市
民
課
　
☎
23-

２
１
２
８

木
造
住
宅
耐
震
診
断
・
改
修
工
事

補
助
事
業

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ

た
木
造
住
宅
を
対
象
に
、
無
料
で
専
門
家

を
派
遣
し
、
耐
震
診
断
や
改
修
工
事
の
費

用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
予
算
に

達
し
次
第
終
了
し
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
、

建
築
課
に
相
談
く
だ
さ
い
。

申
問
　
建
築
課
　
☎
23-

２
５
８
５

ご
存
知
で
す
か「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」

　
内
部
障
が
い
や
難
病
の
人
、
義
足
な
ど

を
使
用
し
て
い
る
人
な
ど
、
外
見
で
は
周

り
か
ら
の
援
助
や
配
慮
を
必
要
と
し
て
い

る
こ
と
を
理
解
さ
れ
に
く
い
人
が
、
援
助

や
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え

る
た
め
に
持
つ
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
。
身
の
周

り
で
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
見
掛
け
た
ら
、
席

を
譲
る
な
ど
の
思
い
や
り
の
あ
る
行
動
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
希
望
す
る
人

は
、
福
祉
課
ま

た
は
各
総
合
支

所
市
民
生
活
課

で
申
請
く
だ
さ

い
。

◉
対
象
　
身
体
障
害
者
手
帳
や
療
育
手
帳
、

精
神
保
健
福
祉
手
帳
、
特
定
疾
病
療
養
証

を
持
つ
人
。
ま
た
は
周
り
か
ら
の
援
助
や

配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
人

申
問
　
福
祉
課
　
☎
23-

２
９
８
０

　
　
　
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

みやざき医療ナビ

地方公共団体
情報システム機構
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■マイナンバーカードを利用して、全国のコンビニで各種証明書を取得できます。
　（6：30〜23：00）

平
成
31
年
度

小
学
校
入
学
予
定
者
の
健
康
診
断

　
平
成
31
年
度
小
学
校
入
学
予
定
者
の
健

康
診
断
を
10
月
12
日
㈮
か
ら
行
い
ま
す
。

対
象
者
に
は
、は
が
き
で
通
知
し
ま
す
が
、

は
が
き
が
届
か
な
い
人
や
、
健
診
会
場
の

変
更
を
希
望
す
る
人
は
、連
絡
く
だ
さ
い
。

※
受
診
時
は
、
母
子
健
康
手
帳
を
持
参

◉
対
象
　
平
成
24
年
４
月
２
日
～
平
成
25

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

問
　
学
校
教
育
課
　
☎
23-

２
１
８
６

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

　
事
前
に
電
話
か
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※�

生
活
保
護
世
帯
や
市
民
税
非
課
税
世
帯

に
属
す
る
人
は
、
生
活
保
護
受
給
者
証

明
書
、
市
が
発
行
す
る
各
種
検
診
自
己

負
担
金
免
除
通
知
書
を
提
出
ま
た
は
提

示
す
れ
ば
、
検
診
料
を
免
除

◉
対
象
　
本
年
度
40
・
45
・
50
・
55
・
60
・

65
・
70
歳
に
な
る
女
性

※
検
診
案
内
は
８
月
に
送
付
済
み

◉
日
程
　
12
月
14
日
㈮
ま
で
の
毎
週
月
・

水・金
曜
日
（
祝
日
お
よ
び
12
月
３
日
㈪・

10
日
㈪
を
除
く
）

◉
受
付
時
間
　
14
時
～
14
時
15
分

◉
場
所
　
都
城
健
康
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　（
太
郎
坊
町
）

◉
定
員
　
１
日
20
人
　
※
申
し
込
み
順

◉
検
診
料
　
４
０
０
円

申
問
　
健
康
課
　
☎
23-

２
７
６
５

特
定
健
診
は
受
診
し
ま
し
た
か

◉
対
象
　
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
40
～

74
歳
の
人
、
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
加
入
者

※
受
診
券
な
ど
は
５
月
に
送
付
済
み

◉
日
程
・
場
所

個
別
健
診
　
※
予
約
不
要

10
／
31
㈬
ま
で
　
特
定
健
康
診
査
実
施
医
療

機
関

集
団
健
診
　※
要
予
約

①
11
／
４
㈰
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

②
12
／
13
㈭
　
五
十
市
地
区
公
民
館

※�
集
団
検
診
は
、
胃
が
ん
・
肺
が
ん
・
大

腸
が
ん
検
診
を
同
日
に
受
診
で
き
ま
す

申
問
　
健
康
課
　
☎
23-

２
７
６
５

成
年
後
見・民
事
調
停
の
説
明
会（
無
料
）

◉
日
時
　
10
月
22
日
㈪

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分
　

◉
場
所
　
宮
崎
地
方
・
家
庭
裁
判
所
都
城

支
部
（
八
幡
町
２-

３
）

※
要
予
約
。
定
員
に
な
り
次
第
終
了

申
問
　
宮
崎
地
方
裁
判
所
都
城
支
部

　
　
　
☎
23-

４
１
３
１

都
市
計
画
の
変
更
に
関
す
る
説
明
会

◉
日
時
　
10
月
29
日
㈪
　
19
時
～

◉
場
所
　
山
之
口
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

◉
内
容
　
都
城
広
域
都
市
計
画
公
園
の
変

更
（
山
之
口
運
動
公
園
）

※
対
象
地
区
以
外
の
人
も
参
加
で
き
ま
す

問
　
都
市
計
画
課
　
☎
23-

２
７
６
２

10
月
15
日
㈪
〜
21
日
㈰
は
、行
政
相
談
週
間

行
政
相
談
委
員
に
相
談
く
だ
さ
い

　
国
や
県
、
市
な
ど
行
政
の
仕
事
に
つ
い

て
、
苦
情
や
「
制
度
や
仕
組
み
が
分
か
ら

な
い
」
な
ど
の
困
り
ご
と
は
、
行
政
相
談

委
員
に
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

◉
市
の
行
政
相
談
委
員

石
﨑
陽
一
さ
ん
　（
上
川
東
一
丁
目
）

☎
23-

５
４
９
２

長
倉
重
久
さ
ん
　（
鷹
尾
三
丁
目
）

☎
24-

７
０
９
８

中
原
香
津
子
さ
ん
（
山
之
口
町
花
木
）

☎
57-

３
９
８
２

大
浦
和
幸
さ
ん
　（
高
城
町
穂
満
坊
）

☎
58-

５
２
５
６

萩
原
篤
友
さ
ん
　（
山
田
町
山
田
）

☎
64-

１
７
１
１

岩
﨑
清
久
さ
ん
　（
高
崎
町
大
牟
田
）

☎
62-

５
１
１
８
（
事
務
所
）

◉
そ
の
他
の
相
談
先

【
行
政
苦
情
１
１
０
番
】

☎
０
５
７
０-

０
９
０
１
１
０

【
宮
崎
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー
】

☎
０
９
８
５-

24-

３
３
７
０

問
　
秘
書
広
報
課
　
☎
23-

３
１
７
４

無
戸
籍
の
人
は
相
談
く
だ
さ
い

　
離
婚
後
３
０
０
日
以
内
の
出
生
で
前
夫

の
子
と
推
定
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
出
生
届

を
提
出
で
き
な
い
場
合
や
、
出
生
証
明
書

が
手
元
に
な
い
な
ど
の
理
由
で
、
無
戸
籍

の
人
が
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
各
種
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
ず
、
不
利
益
を
被

っ
て
い
る
人
は
、
次
の
窓
口
ま
で
相
談
く

だ
さ
い
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

◉
無
料
相
談
窓
口

【
宮
崎
地
方
法
務
局
戸
籍
課
】

☎
０
９
８
５-

22-

５
１
２
４

【
市
民
課
戸
籍
担
当
】　
☎
23-

２
１
２
８

【
宮
崎
県
弁
護
士
会
】

☎
０
９
８
５-

22-

２
４
６
６

問
　
宮
崎
地
方
法
務
局
戸
籍
課

　
　
☎
０
９
８
５-

22-

５
１
２
４

６
次
産
業
化
推
進
補
助
事
業

◉
対
象
　
６
次
産
業
化
に
取
り
組
む
農
林

畜
産
業
者
（
個
人
や
法
人
、
団
体
）

◉
対
象
事
業
・
補
助
率

ソ
フ
ト
事
業
（
新
商
品
開
発
や
展
示
会
へ

の
出
展
、
通
販
サ
イ
ト
の
新
設
な
ど
）

２
分
の
１
以
内
（
限
度
額
50
万
円
）

ハ
ー
ド
事
業
（
直
売
所
や
加
工
施
設
、
加

工
用
機
械
設
備
な
ど
の
新
設
・
増
設
）

３
分
の
１
以
内
（
限
度
額
３
０
０
万
円
）

◉
申
請
書
類
　
ふ
る
さ
と
産
業
推
進
局
で

配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す

※�

事
前
に
事
務
局
へ
相
談
く
だ
さ
い

申
問
　
10
月
16
日
㈫
の
17
時
ま
で
に
ふ
る

さ
と
産
業
推
進
局
　
☎
23-

２
１
９
３

サ
ト
イ
モ
疫
病
対
策

　
サ
ト
イ
モ
の
疫
病
対
策
は
、
地
域
ぐ
る

み
で
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
ア
ミ
ス
タ
ー
20
フ
ロ
ア
ブ
ル
と

併
せ
て
ジ
ー
フ
ァ
イ
ン
水
和
剤
、
ス
カ
ッ

シ
ュ
、
ホ
ス
プ
ラ
ス
な
ど
を
購
入
し
散
布

し
た
場
合
は
、
一
定
の
条
件
の
下
、
農
薬

購
入
費
の
一
部
助
成
が
あ
り
ま
す
。

問
　
農
産
園
芸
課
　
☎
23-

２
４
２
５
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INFORMATION 毎月第３日曜日は「家庭の日」申 問は申し込み、 は問い合わせ

市役所の開庁時間　平日8:30〜17:15
※毎週木曜日　市民課証明窓口は19:00まで開設

休日急病診療機関
●診療時間　9：00～18：00
※歯科は17：00まで
◎みやざき医療ナビも利用ください

月日 医療機関名 電話番号
10/21
㈰

仮屋医院（内・小） 36-0521
瀬ノ口医院（内・消） 25-5155
坂田医院（内・消・胃） 51-2003
ＭＫクリニック（脳） 51-6777
姉川医院（皮・泌） 22-2205
北原医院（産・婦） 22-4133
とだか歯科医院 21-3618

10/28
㈰

児玉小児科 25-5570
藤元総合病院（内） 22-1717
いづみ内科医院 22-7111
とまり内科外科胃腸科医院 52-1135
石井皮膚科医院 23-4588
いそいち産婦人科医院 22-4585
やすひさ歯科医院 39-5900

11/3
㈯

ふくしまクリニック（内・消・小）46-5001
鵜木循環器内科医院 26-0008
瀬ノ口内科放射線科医院（内）25-7780
都城フォレスト・クリニック脳神経外科（脳）80-4313
よしかわクリニック（麻・整・内）23-9384
西元眼科医院 25-8888
大王歯科医院 24-8827

11/4
㈰

柳田病院（小・内） 22-4862
有川呼吸器内科医院 24-6677
隅病院（内・胃） 62-1100
安藤胃腸科外科医院（消・外・内）39-2226
飯田整形外科クリニック 46-5115
武田産婦人科医院 22-0336
浜田歯科医院 22-0222

※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎23-5555、
歯科医師会は☎25-4100）で確認ください

●休日当番薬局
10/21㈰ そうごう志和池、姫城、ひかり、薬研
10/28㈰ 大光、古川

11/3㈯ さわやか、そうごう都原、サンライト、
椎の木、中原町

11/4㈰ 東町、そうごう上川東、とよみつ、
サン蔵原、日研

架
空
請
求
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　
利
用
し
て
い
な
い
の
に
架
空
の
請
求
内

容
が
書
か
れ
た
は
が
き
や
メ
ー
ル
な
ど
が

送
ら
れ
て
く
る
と
い
う
相
談
が
数
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
強
制
執
行
」
な
ど

の
脅
し
文
句
や
実
在
す
る
事
業
者
を
か
た

る
な
ど
、
手
口
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
は
が
き
な
ど
に
書
い
て
あ
る
連
絡
先
に

は
決
し
て
連
絡
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
書

か
れ
て
い
る
内
容
に
不
安
が
あ
る
場
合

は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
く
だ
さ

い
。

問
　
都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
23-

７
１
５
４

店
舗
看
板
な
ど
の
屋
外
広
告
物

　
県
は
、
郷
土
の
美
し
い
自
然
や
街
並
み

を
守
る
た
め「
宮
崎
県
屋
外
広
告
物
条
例
」

を
定
め
て
い
ま
す
。
張
り
紙
や
店
舗
の
看

板
、
道
路
沿
い
の
広
告
板
な
ど
の
屋
外
広

告
物
を
出
す
と
き
は
、
原
則
、
許
可
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
屋
外
広
告
物
の
表
示
や

設
置
が
で
き
な
い
場
所
や
地
域
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
相
談
く
だ
さ
い
。

問
　
都
城
土
木
事
務
所

　
　
☎
23-

４
５
１
２

市
内
の
コ
ン
ビ
二
で
、
戸
籍
証
明

書
を
取
得
で
き
ま
す

　
延
岡
市
や
日
南
市
、
西
都
市
、
え
び
の

市
な
ど
本
籍
地
が
市
外
の
人
で
も
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
て
、
市
内
の
コ

ン
ビ
二
の
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
で
、
戸
籍
証

明
書
を
取
得
で
き
ま
す
。
対
象
と
な
る
市

区
町
村
は
、
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ

ム
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ

い
。
な
お
、
取
得
の
際
は
、
初
回
の
み
マ

ル
チ
コ
ピ
ー
機
で
利
用
登
録
申
請
が
必
要

で
、
登
録
に
は
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
３

営
業
日
を
要
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

問
　
市
民
課
　
☎
23-

２
１
２
８

木
造
住
宅
耐
震
診
断
・
改
修
工
事

補
助
事
業

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ

た
木
造
住
宅
を
対
象
に
、
無
料
で
専
門
家

を
派
遣
し
、
耐
震
診
断
や
改
修
工
事
の
費

用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
予
算
に

達
し
次
第
終
了
し
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
、

建
築
課
に
相
談
く
だ
さ
い
。

申
問
　
建
築
課
　
☎
23-

２
５
８
５

ご
存
知
で
す
か「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」

　
内
部
障
が
い
や
難
病
の
人
、
義
足
な
ど

を
使
用
し
て
い
る
人
な
ど
、
外
見
で
は
周

り
か
ら
の
援
助
や
配
慮
を
必
要
と
し
て
い

る
こ
と
を
理
解
さ
れ
に
く
い
人
が
、
援
助

や
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え

る
た
め
に
持
つ
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
。
身
の
周

り
で
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
見
掛
け
た
ら
、
席

を
譲
る
な
ど
の
思
い
や
り
の
あ
る
行
動
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
希
望
す
る
人

は
、
福
祉
課
ま

た
は
各
総
合
支

所
市
民
生
活
課

で
申
請
く
だ
さ

い
。

◉
対
象
　
身
体
障
害
者
手
帳
や
療
育
手
帳
、

精
神
保
健
福
祉
手
帳
、
特
定
疾
病
療
養
証

を
持
つ
人
。
ま
た
は
周
り
か
ら
の
援
助
や

配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
人

申
問
　
福
祉
課
　
☎
23-

２
９
８
０

　
　
　
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

みやざき医療ナビ

地方公共団体
情報システム機構
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中
尾
下
遺
跡
（
下
川
東
）
は
、
今
か
ら

約
千
年
前
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
の

遺
跡
で
、
２
０
０
８
年
の
霧
島
酒
造
㈱
の

工
場
建
設
に
伴
っ
て
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。

　
遺
跡
か
ら
は
、
数
棟
の
建
物
跡
と
多
く

の
素
焼
き
の
器う

つ
わ
（
土は

じ

き
師
器
）が
見
つ
か
り
、

そ
の
中
に
は
、「
細
」
な
ど
の
字
が
墨
で

書
か
れ
た
も
の
や
、「
寺
」
の
字
が
刻
ま

れ
た
器
（
墨
書
・
刻こ

く

書し
ょ

土ど

器き

）
が
あ
り
ま

し
た
。
中
で
も
「
寺
」
の
刻
書
は
、
仏
教

に
関
す
る
都
城
で
最
も
古
い
史
料
の
一
つ

で
あ
り
、
古
代
の
国
造
り
と
と
も
に
全
国

に
広
め
ら
れ
た
仏
教
が
、
都
城
盆
地
に
到

達
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
遺
跡
は
、
古
代
国
家
や
仏
教
と
い

っ
た
歴
史
の
大
き
な
流
れ
と
都
城
の
関
係

を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な

も
の
で
す
。

美
術
館

都
城
市
立

vol.6
　
薩さ

つ
　ま
　づ
つ

摩
筒
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
板

金
の
装
飾
が
あ
り
ま
す
。
板
金
と
は
玉

を
飛
ば
す
発
火
装
置
の
か
ら
く
り
部

分
に
当
た
り
、
そ
の
表
面
に
金
銀
象ぞ

う
が
ん眼

で
見
事
な
装
飾
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

鹿
児
島
藩
で
は
、
そ
う
し
た
技
術
を
持

っ
た
細
工
師
に
よ
る
薩
摩
筒
の
独
創
的

な
デ
ザ
イ
ン
が
際
立
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
絵
図
に
は
、
上
か
ら
順
に
、
波

に
月
図
、
川
面
に
烏
図
、
波
間
に
鵜
図

の
３
つ
が
精
緻
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
都
城
島
津
家
史
料
の
中
に
、
こ

の
見
積
書
も
伝
来
。制
作
に
当
た
っ
て
、

デ
ザ
イ
ン
図
と
見
積
書
を
併
せ
て
提
示

し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
、
鹿
児
島

藩
の
鉄
砲
制
作
の
実
態
を
う
か
が
い
知

る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
一
枚
で
す
。

都
城
島
津

ぼ
ん
ち
く
ん
と

「
鉄て

っ
ぽ
う
い
た
が
ね

砲
板
金
絵
図
」

中な
か

尾お

下し
た

遺
跡

伝
承
館
だ
よ
り

歴
史
探
訪

金御岳公園施設
紹介

問　中郷商工会　☎39-0334

問　市立美術館　☎25-1447

問
　
文
化
財
課
　
☎
23-

９
５
４
７

問
　
都
城
島
津
邸
　
☎
23-

２
１
１
６

市内随一の観望スポット
　本市の南側、日南市との市境に位置する標高472ｍの金御
岳は、都城盆地と霧島連山を一望でき、平成16年には「夜
景100選」に選ばれました。
　同公園は、ハンググライダーやパラグライダーの離陸ポ
イントとして、また、ワシタカ科のサシバの渡りの観察ス
ポットとしても全国的に有名です。毎年10月に開催される
サシバの渡り観察会には、全国各地から多くの野鳥愛好家
が訪れます。
　秋から春にかけては、盆地特有の朝霧が生み出す、幻想
的な「雲海に浮かぶ霧島連山」を写真に収めようと訪れる
愛好家の姿も見られます。　

「寺」の刻書土器

※都城島津邸の特別展で10月13日
　㈯から11月25日㈰まで展示

　この作品は、室
む ろ う じ

生寺金堂（奈良県宇陀市）に並ぶ
２体の仏像とその中心に位置する円柱を描いたもので、
鮮やかな色彩と緊張感のある構図が特徴です。
　絵の作者野口徳次（1908～1999年）は、現在の高
城町に生まれ、東京美術学校西洋画科（現東京芸術
大学美術学部）で学びました。戦後、市内の高校で
美術を教え、市立美術館の初代館長を務めるなど、
都城の文化芸術の発展に寄与。古代ロマンを創作の
源とした野口は、1977年にバーミヤン石

せっ

窟
くつ

（アフガ
ニスタン）などシルクロードを旅し、歴史や郷土を
テーマに多くの作品を描きました。市立美術館では、
野口と同じくシルクロードに魅せられた日本画家平
山郁夫の展覧会を、10月20日㈯から開催予定です。

「金
こ ん

堂
ど う

内
な い

陣
じ ん

」昭和62年（1987）

野
の ぐ

口
ち

  徳
と く

次
じ

　作（油彩・キャンバス）
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図
書
館
だ
よ
り

中心市街地
中 核 施 設まるまる！

行こうよ！

◎問い合わせ　　都城市立図書館　☎22－0239　　高城図書館　☎58－4224

まちなか広場イベント

都城市立図書館	 ●休館日／原則無休	 ●開館時間／９：00～21：00
高 城 図 書 館	 ●休館日／10月16日・21日・23日・30日、11月６日・13日	 ●開館時間／９：30～18：00

◦MIYAKONJOぼんちマルシェ（毎月第2日曜日開催）	
　【日時】10月14日㈰　10:00～15:00
◦mallmallマルシェ　vol.6（毎月第3日曜日開催）　	
　【日時】10月21日㈰　10:00～16:00

利用者区分 午前9時から
午後5時まで

午後5時から
午後10時まで

会議室①
収容人数45人

営利目的 2,500円 3,000円
共益での利用 1,200円 1,500円
営利目的以外 400円 500円

会議室②
収容人数15人

営利目的 1,000円 1,400円
共益での利用 500円 600円
営利目的以外 200円 300円

利用者区分 午前9時から
午後5時まで

午後5時から
午後10時まで

セミナー室①
収容人数14人

営利目的 1,000円 1,400円
共益での利用 500円 600円
営利目的以外 200円 300円

セミナー室②
収容人数20人

営利目的 1,500円 2,000円
共益での利用 700円 900円
営利目的以外 300円 400円

セミナー室③
収容人数18人

営利目的 1,500円 2,000円
共益での利用 700円 900円
営利目的以外 300円 400円

利用者区分 午前9時から
午後5時まで

午後5時から
午後10時まで

多目的室
収容人数16人

営利目的 1,000円 1,400円
共益での利用 500円 600円
営利目的以外 200円 300円

コワーキング
スペース

ショートプラン 　最初の30分　　　　150円
　以後30分ごと　　　100円

ステイプラン 　3時間コース　　　 500円
　ワンデイコース　　800円

新たな「働く場」を提供
　未
来
創
造
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

講
演
会
や
会
議
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

用
途
で
利
用
で
き
る
セ
ミ
ナ
ー
室

や
会
議
室
、
多
目
的
室
を
備
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
創
業
を
目
指
す

人
や
働
く
人
が
、
異
業
種
交
流
で

き
る
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
は
、

W

ワ
イ
フ
ァ
イ

i-Fi
や
複
合
機
を
設
置
し
た
作

業
し
や
す
い
環
境
で
す
。
産
学
官

と
金
融
機
関
と
の
連
携
も
図
り
な

が
ら
、
創
業
支
援
を
推
進
す
る
拠

点
の
役
割
も
果
た
す
施
設
で
す
の

で
、
気
軽
に
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
☎
36
-５
７
２
０

未来創造ステーション（市立図書館広場側２階）
休館日：年中無休（施設点検のための休館あり）
開館時間：9:00～22:00

※プリンターあり（有料）

1時間あたりの料金／常設備品使用料込み
貸出可能時間9：00〜22：00（1時間単位・税別）

利 用 料 金 表

　3,000冊 の 本 を
載せて走る移動図
書館車「めぐりん
号」。65歳の新人運
転手テルさんと新
米司書のウメちゃ
んを巡回先で待ち
構えているのは…。

大崎梢（著）　東京創元社（出版）

本バスめぐりん。一般

　ココアラの住む
ユーカリ村に、５
年ぶりに移動図書
館車が来ることに
なりました。大好
きな絵本を返す決
意をし、新しい本
に会いに行きます。

はまのゆか（文・絵）　小学館（出版）

ココアラ児童

　東日本大震災直後
に立ち上がった「走
れ東北！　移動図書
館車プロジェクト」。
活動を通じて人の心
に寄り添う本の力が
明らかに。

鎌倉幸子（著）　筑摩書房（出版）

走れ！　移動図書館

ありがとう！ くれよん号

一般

　1996年から巡回を開始し、皆さんに親しまれた移動図書館車「くれよん号」。
車体更新のため、10月末で一時運休します。平成31年２月から新しい車での
巡回開始予定です。新「くれよん号」に、ぜひ、会いに来てくださいね。
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中
尾
下
遺
跡
（
下
川
東
）
は
、
今
か
ら

約
千
年
前
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
の

遺
跡
で
、
２
０
０
８
年
の
霧
島
酒
造
㈱
の

工
場
建
設
に
伴
っ
て
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。

　
遺
跡
か
ら
は
、
数
棟
の
建
物
跡
と
多
く

の
素
焼
き
の
器う

つ
わ
（
土は

じ

き
師
器
）が
見
つ
か
り
、

そ
の
中
に
は
、「
細
」
な
ど
の
字
が
墨
で

書
か
れ
た
も
の
や
、「
寺
」
の
字
が
刻
ま

れ
た
器
（
墨
書
・
刻こ

く

書し
ょ

土ど

器き

）
が
あ
り
ま

し
た
。
中
で
も
「
寺
」
の
刻
書
は
、
仏
教

に
関
す
る
都
城
で
最
も
古
い
史
料
の
一
つ

で
あ
り
、
古
代
の
国
造
り
と
と
も
に
全
国

に
広
め
ら
れ
た
仏
教
が
、
都
城
盆
地
に
到

達
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
遺
跡
は
、
古
代
国
家
や
仏
教
と
い

っ
た
歴
史
の
大
き
な
流
れ
と
都
城
の
関
係

を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な

も
の
で
す
。

美
術
館

都
城
市
立

vol.6

　
薩さ

つ
　ま
　づ
つ

摩
筒
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
板

金
の
装
飾
が
あ
り
ま
す
。
板
金
と
は
玉

を
飛
ば
す
発
火
装
置
の
か
ら
く
り
部

分
に
当
た
り
、
そ
の
表
面
に
金
銀
象ぞ

う
が
ん眼

で
見
事
な
装
飾
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

鹿
児
島
藩
で
は
、
そ
う
し
た
技
術
を
持

っ
た
細
工
師
に
よ
る
薩
摩
筒
の
独
創
的

な
デ
ザ
イ
ン
が
際
立
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
絵
図
に
は
、
上
か
ら
順
に
、
波

に
月
図
、
川
面
に
烏
図
、
波
間
に
鵜
図

の
３
つ
が
精
緻
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
都
城
島
津
家
史
料
の
中
に
、
こ

の
見
積
書
も
伝
来
。制
作
に
当
た
っ
て
、

デ
ザ
イ
ン
図
と
見
積
書
を
併
せ
て
提
示

し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
、
鹿
児
島

藩
の
鉄
砲
制
作
の
実
態
を
う
か
が
い
知

る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
一
枚
で
す
。

都
城
島
津

ぼ
ん
ち
く
ん
と

「
鉄て

っ
ぽ
う
い
た
が
ね

砲
板
金
絵
図
」

中な
か

尾お

下し
た

遺
跡

伝
承
館
だ
よ
り

歴
史
探
訪

金御岳公園施設
紹介

問　中郷商工会　☎39-0334

問　市立美術館　☎25-1447

問
　
文
化
財
課
　
☎
23-
９
５
４
７

問
　
都
城
島
津
邸
　
☎
23-

２
１
１
６

市内随一の観望スポット
　本市の南側、日南市との市境に位置する標高472ｍの金御
岳は、都城盆地と霧島連山を一望でき、平成16年には「夜
景100選」に選ばれました。
　同公園は、ハンググライダーやパラグライダーの離陸ポ
イントとして、また、ワシタカ科のサシバの渡りの観察ス
ポットとしても全国的に有名です。毎年10月に開催される
サシバの渡り観察会には、全国各地から多くの野鳥愛好家
が訪れます。
　秋から春にかけては、盆地特有の朝霧が生み出す、幻想
的な「雲海に浮かぶ霧島連山」を写真に収めようと訪れる
愛好家の姿も見られます。　

「寺」の刻書土器

※都城島津邸の特別展で10月13日
　㈯から11月25日㈰まで展示

　この作品は、室
む ろ う じ

生寺金堂（奈良県宇陀市）に並ぶ
２体の仏像とその中心に位置する円柱を描いたもので、
鮮やかな色彩と緊張感のある構図が特徴です。
　絵の作者野口徳次（1908～1999年）は、現在の高
城町に生まれ、東京美術学校西洋画科（現東京芸術
大学美術学部）で学びました。戦後、市内の高校で
美術を教え、市立美術館の初代館長を務めるなど、
都城の文化芸術の発展に寄与。古代ロマンを創作の
源とした野口は、1977年にバーミヤン石

せっ

窟
くつ

（アフガ
ニスタン）などシルクロードを旅し、歴史や郷土を
テーマに多くの作品を描きました。市立美術館では、
野口と同じくシルクロードに魅せられた日本画家平
山郁夫の展覧会を、10月20日㈯から開催予定です。

「金
こ ん

堂
ど う

内
な い

陣
じ ん

」昭和62年（1987）

野
の ぐ

口
ち

  徳
と く

次
じ

　作（油彩・キャンバス）
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点
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に
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⦿ 今後、取り扱ってほしい記事

⦿ 10月号を読んでのわたしの一言

⦿ 10月号で特に興味を持ったページのタイトル

⦿ あなたの年代は？（○をつけてください）

10代　・　20〜30代　・　40~50代　・　60代以上

ご協力ありがとうございました。

※応募者の個人情報は、当選者発表と商品発送以外には
　利用しません

　8月号に寄せられたお便り

vol.1
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ハロー、ジョージです！

このコーナーでは、「わたしの一言」
の中から一部を紹介します。また、
皆さんから寄せられた意見を、今後
の広報紙に生かしていきます。

　オーストラリアから国際交流員として着任しました。
皆さん、ジョージと呼んでくださいね。
　私は27歳になるまで、水泳やバスケ、武術、サッカー、
家庭教師、工学研究、ピアノ、ギターなど、数え切れ
ないほどの経験をしてきました。しかし、それらの経
験よりも、都城でどこに行っても歓迎されたことが一
番うれしい経験でした。8月1日に着任し、都城で過ご
した時間はまだ短いですが、都城の人も、まちや自然も、
とても元気で優しく、何もかもに感動しています。
　今後、皆さんと交流を深めたり、都城の文化をオ
ーストラリアに紹介したりしていきます。これから、
よろしくお願いします！

◎問い合わせ　国際化推進室　☎23-2295

ふるさと納税の寄附金は、子育て支援にたくさん充て
られているんですね。本当にありがたいです。これか
らますます子育てを頑張りたいです。
　　　　　　　　　　 　（南横市町　ボーダー娘さん）

小さな子どもたちが遊べる「ぷれぴか」が出来て良か
ったです。娘から孫の子守りを頼まれたとき、すごく
役立ちます。　　　　　　　　　　（梅北町　S･Fさん）

「地元でかなえる、将来の夢」を読んで、都城にたく
さん学べる場があることに驚きました。都城でいろい
ろな夢をかなえることができますね。
　　　　　　　　　　　　　　　 （姫城町　M･Sさん）

「みやこんじょ盛り上げ隊」を読んで、都城生まれの
アイドルがいることを初めて知りました。星野にぁさん、
頑張ってくださーい。　　　（蓑原町　きずなママさん）

創部3年でつかんだ快挙
　8月のインターハイ少林寺拳法男子組演武で、
都城高校の渋田晃

こう

輝
き

さんと前田琉
りゅう

彗
せい

さんが、1年生コン
ビながらも堂々の7位に輝きました。二人は「6位内に
入賞できず悔しかったが、上級生との技術や経験の差を
乗り越えて7位になれたのはうれしい」と語ります。
　県大会でも輝かしい成績を残した同校少林寺拳法部は、
創部してわずか3年。部長の川﨑春

ひ よ り

陽さん（2年）は「昨
年より部員数が大幅に増えたことで選手層が厚くなり、
団体演武にも出
場できた。来年
は、さらに良い
成績を残したい」
と目を輝かせて
いました。

（写真左から、組演武を披露する渋田さんと前田さん）

わ
け
も
ん
通
信
vol.6

盆
地
生
ま
れ
の

元
気
レ
シ
ピ
！

◎問い合わせ　健康課　☎23-2765

②

味にアクセントを付けると、塩分を減らせます。

大根……………………………… 280g
ベーコン…………………… 1枚（20g）
小ネギ……………………… 4本（20g）
団子粉……………………………… 50g
塩………………………………… 小 1/6
ゴマ油……………………………… 大 1/2
　しょうゆ（濃口）… ……………… 小 2
　酢………………………… 大 1と小 1

※団子粉がない場合は、片栗粉や白玉
　粉で代用できます

※ 1人分（2個分）／ 102kcal、塩分 0.85g

①

②

③

【下準備】
ベーコンは 5㎜幅に切り、小ネギ
は小口切りにする。Ａの材料を混
ぜ合わせ、付けダレを作る。

大根をすりおろし、ザルに入れ
て水気を切る。
①の大根、ベーコン、小ネギ、
団子粉、塩をボウルで混ぜ合わ
せ、こねる。材料がまとまったら、
8等分にして小判型に成形する。
フライパンにゴマ油をひき、②
の両面を焼く。

材料（4人分）※8個分 作り方

もちもち大根餅

Ａ

①

◀食生活改善推進員（横市地区）　岩満  啓子  さん

　ビタミンCが豊富な大根。すりおろして大根餅にすることで、外
はカリカリ、中はモチモチした食感を楽しめます。葉にはカロテン
が多く含まれるので、捨てずに他の料理に活用ください。
　タレがなくてもおいしく食べられますが、薄く感じる場合は、唐
辛子などを使ってアクセントを付けると、減塩になりますよ。
●秋はおいしい食材が豊富な季節。素材本来のうま味を生かし、味付けは控えめに！
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の中から一部を紹介します。また、
皆さんから寄せられた意見を、今後
の広報紙に生かしていきます。

　オーストラリアから国際交流員として着任しました。
皆さん、ジョージと呼んでくださいね。
　私は27歳になるまで、水泳やバスケ、武術、サッカー、
家庭教師、工学研究、ピアノ、ギターなど、数え切れ
ないほどの経験をしてきました。しかし、それらの経
験よりも、都城でどこに行っても歓迎されたことが一
番うれしい経験でした。8月1日に着任し、都城で過ご
した時間はまだ短いですが、都城の人も、まちや自然も、
とても元気で優しく、何もかもに感動しています。
　今後、皆さんと交流を深めたり、都城の文化をオ
ーストラリアに紹介したりしていきます。これから、
よろしくお願いします！

◎問い合わせ　国際化推進室　☎23-2295

ふるさと納税の寄附金は、子育て支援にたくさん充て
られているんですね。本当にありがたいです。これか
らますます子育てを頑張りたいです。
　　　　　　　　　　 　（南横市町　ボーダー娘さん）

小さな子どもたちが遊べる「ぷれぴか」が出来て良か
ったです。娘から孫の子守りを頼まれたとき、すごく
役立ちます。　　　　　　　　　　（梅北町　S･Fさん）

「地元でかなえる、将来の夢」を読んで、都城にたく
さん学べる場があることに驚きました。都城でいろい
ろな夢をかなえることができますね。
　　　　　　　　　　　　　　　 （姫城町　M･Sさん）

「みやこんじょ盛り上げ隊」を読んで、都城生まれの
アイドルがいることを初めて知りました。星野にぁさん、
頑張ってくださーい。　　　（蓑原町　きずなママさん）

創部3年でつかんだ快挙
　8月のインターハイ少林寺拳法男子組演武で、
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入賞できず悔しかったが、上級生との技術や経験の差を
乗り越えて7位になれたのはうれしい」と語ります。
　県大会でも輝かしい成績を残した同校少林寺拳法部は、
創部してわずか3年。部長の川﨑春

ひ よ り

陽さん（2年）は「昨
年より部員数が大幅に増えたことで選手層が厚くなり、
団体演武にも出
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詳しくは、市ホームページで確認するか、
各団体に問い合わせください。

NPOのイベント情報

NPO通信
市内で
がんばる
団体を紹介

編集後記
　夏のうだるような暑さも落ち着き、秋めいてきまし
た。秋と言えば「○○の秋」と、読書にいそしんだり、
体を動かしたいたりするなど、何かと楽しめる季節。
私はと言うと、今年は「カメラの秋」を楽しんでみよ
うと思います。既に、子どもの体育祭は撮り終えまし
たが、これからは、市内の紅葉を撮影してみようと考
えています。例えば、青井岳や金御岳、関之尾のモミ
ジ、学校や公園のイチョウなど色とりどりに色付く木々
や草花をレンズに収めてみようと目論んでいます。最
近では「○○映え」という言葉も定着していますね。
皆さんも、都城の秋の撮影を楽しんでみませんか。（久）

　いつ起こるか分からない大きな災害。水や食
料品の備蓄は、最低3日分、できれば１週間分
を日ごろから備えておきましょう。
　備蓄は、非常食だけに捉われがちですが、日
常的な食料品で、１週間分は十分対応できます。
例えば、発災から1～2日目は冷蔵庫の食材、3
～5日目はパスタ
や缶詰、レトルト
食品など、6日目
以降はカップ麺な
どです。消費期限
を確認して定期的
に食べ、食べた分
を買い足す「ロー
リングストック」
を心掛けましょう。

　障がいのある人が自立した生活を送れるよう、さまざ
まな支援を行っています。個性を生かしながらできるこ
とを身に付け、個人の能力を伸ばせる場を提供していま
す。工房で心を込めて作った手芸品や洋菓子などを、市
役所ロビーで販売しています。ぜひ、お立ち寄りください。
【販売日】　毎週水曜日　10：00～14：00

まーる工房

個性を生かし、自立した生活を目指す

◎問い合わせ　☎22-0630暮らしの中に備蓄品を

安全・安心情報
◎問い合わせ　危機管理課　☎23-2129

①備蓄する

③買い足す

②食べる

ローリング
ストック
ローリング
ストック

日　時 イベント名 場　所 問い合わせ

10/10㈬・24㈬
11時～15時 もみじサロン ビ助っ人（志比

田町3362-2）
ビ助っ人（新宮）
☎57-7744

10/10㈬・24㈬
10時30分～
11時20分

健やかヨガ
特別養護老人
ホーム霧島荘
（山之口町花木2302-1）

シャクティー（福元）
☎090-2519-6282

10/13㈯
14時～15時 からいも収穫会 梅北児童館

子育てネットおひさ
まとはらっぱ（岡本）
☎39-5866

10/14㈰
7時～8時 朝ヨガ 神柱公園

多目的広場
シャクティー（福元）
☎090-2519-6282

①10/19㈮
②10/20㈯
10時～13時

田舎暮らしを
楽しむ講座
「みそ作り」

がまこう庵
（吉之元町5186）

手仕事舎
そうあい（蒲生）
☎37-0002

10/21㈰
10時30分
集合

すくすく農園
山之口シルバー
ヤングふれあい
の里

桜ます（谷ヶ久保）
☎090-7165-6207

10/27㈯
14時～15時

ハロウィン
仮装大会 梅北児童館

子育てネットおひさ
まとはらっぱ（岡本）
☎39-5866

10/28㈰
14時～16時

陽だまりライ
ブラリー

早水公園
多目的広場

桜ます（谷ヶ久保）
☎090-7165-6207

10/27㈯以
外の毎週
火・土曜日
19時～22時

おしゃべり会
エンクエントロ
（中町13-22オーバ
ルパティオ内）

婚活支援良縁
どっと混む（黒木）
☎070-5530-7964

ラジオ番組の案内
■MRTラジオ（AM放送936kHz、ワイドFM90.4MHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週月～金曜日（祝日除く）15：30 ～15：45
■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
　「インフォメーションM」　毎週月～金曜日
　9：49 ～ 9：54、15：54 ～15：59（再）

テレビ番組の案内
■BTVケーブルテレビ（デジタル111ch）

「みやこんじょジャーナル」　※毎回10分間放送
① 6：50 ～　②11：50 ～　③16：50 ～
④20：50 ～　⑤22：50 ～

市の提供番組紹介

都城市現住人口

スマートフォンか
らも市政情報を
確認できます。

平成30年9月1日現在 前月比 前年比
世 帯 数 70,720世帯 （0） （276）
人口総数 161,986人 （－41） （－998）
男　　性 76,213人 （22） （－412）
女　　性 85,773人 （－63） （－586）
※平成27年国勢調査に基づく推計人口です

POST  CARD

8 8 5 8 5 5 5

都城市役所 秘書広報課 行
（広報 都城  Vol.154  2018年10月号）

▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い
（
郵
便
は
が
き
で
も
可
）

62円切手を
お貼りください

フ リ ガ ナ

氏　名

ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

住　所

電話番号（　　　　　）　　　　－

今月の読者プレゼント

都城市を盛り上げてくれる、 PR連携店やみやこんじょ大使を紹介！

みやこんじょ盛り上げ隊！
◎問い合わせ　みやこんじょ PR 課　☎23-2615

商品提供事業者
ぶり鶏の中尾　☎37-2117（乙房町1625-1）
　木立の中で放し飼いにして育てた地鶏「ぶり鶏」は、 
身は締まっているのに柔らかく、口いっぱいにうま味が 
広がります。炭火焼きのほか、たたきもおすすめです。

はがきに住所、氏名、電話番号と、10月号を読んだ感想など
を書いて〒885-8555まで。
応募者の中から抽選でプレゼントを差し上げます。
　※読者プレゼントの寄付事業者を募集しています。詳細は、
　　秘書広報課まで問い合わせください
◎応募締め切り	 10月31日㈬　当日消印有効
◎当 選者発表	 本紙12月号
◎８月号当選者	 束野高子さん　他２人
◎８月号応募総数	 62通

（内容：ぶり鶏の炭火焼き・スタミナ卵、日向鶏の炭火焼き）

プレゼントの応募方法

［鶏の炭火焼きとスタミナ卵（真空パック）	3組］

　「
本
気
ふ
る
さ
と
化
計
画
」

始
動
中
の
Ｊじ

ゃ

ー

ん

ず

Ａ
Ｒ
Ｎ
Ｚ
Ω
の
と

し
さ
ん
と
ひ
で
さ
ん
に
、
都
城

愛
を
聞
き
ま
し
た
。

　
肉
や
焼
酎
が
お
い
し
い
の
は

も
ち
ろ
ん
、
人
情
味
溢
れ
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と
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い
よ
い
よ
始
ま
っ
た
「
本
気

ふ
る
さ
と
化
計
画
」。
都
城
で

１
カ
月
お
き
に
活
動
し
、
来
年

３
月
に
は
１
カ
月
間
生
活
し
な

が
ら
ラ
イ
ブ
も
予
定
し
て
い
ま

す
。
も
っ
と
都
城
の
良
さ
を
知

っ
て
、
都
城
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
を
貫
い

て
い
き
ま
す
。東京や札幌、都城を拠点に活躍する５人組ボーカルバンド。平成

25年から学校アウトリーチ事業で市内小・中学校でライブを実施。
平成27年から総合文化ホールで単独ライブを開催。昨年６月、み
やこんじょ大使を委嘱。都城の小・中学生に向けた楽曲「No.1」
を発表。10月20日㈯開催の都城焼肉カーニバルに出演決定。
【ホームページ】　www.jarnz.jp

左から、せいやさん、けいさん、しーちゃん、としさん、ひでさん
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詳しくは、市ホームページで確認するか、
各団体に問い合わせください。

NPOのイベント情報

NPO通信
市内で
がんばる
団体を紹介

編集後記
　夏のうだるような暑さも落ち着き、秋めいてきまし
た。秋と言えば「○○の秋」と、読書にいそしんだり、
体を動かしたいたりするなど、何かと楽しめる季節。
私はと言うと、今年は「カメラの秋」を楽しんでみよ
うと思います。既に、子どもの体育祭は撮り終えまし
たが、これからは、市内の紅葉を撮影してみようと考
えています。例えば、青井岳や金御岳、関之尾のモミ
ジ、学校や公園のイチョウなど色とりどりに色付く木々
や草花をレンズに収めてみようと目論んでいます。最
近では「○○映え」という言葉も定着していますね。
皆さんも、都城の秋の撮影を楽しんでみませんか。（久）

　いつ起こるか分からない大きな災害。水や食
料品の備蓄は、最低3日分、できれば１週間分
を日ごろから備えておきましょう。
　備蓄は、非常食だけに捉われがちですが、日
常的な食料品で、１週間分は十分対応できます。
例えば、発災から1～2日目は冷蔵庫の食材、3
～5日目はパスタ
や缶詰、レトルト
食品など、6日目
以降はカップ麺な
どです。消費期限
を確認して定期的
に食べ、食べた分
を買い足す「ロー
リングストック」
を心掛けましょう。

　障がいのある人が自立した生活を送れるよう、さまざ
まな支援を行っています。個性を生かしながらできるこ
とを身に付け、個人の能力を伸ばせる場を提供していま
す。工房で心を込めて作った手芸品や洋菓子などを、市
役所ロビーで販売しています。ぜひ、お立ち寄りください。
【販売日】　毎週水曜日　10：00～14：00

まーる工房

個性を生かし、自立した生活を目指す

◎問い合わせ　☎22-0630暮らしの中に備蓄品を

安全・安心情報
◎問い合わせ　危機管理課　☎23-2129

①備蓄する

③買い足す

②食べる

ローリング
ストック
ローリング
ストック

日　時 イベント名 場　所 問い合わせ

10/10㈬・24㈬
11時～15時 もみじサロン ビ助っ人（志比

田町3362-2）
ビ助っ人（新宮）
☎57-7744

10/10㈬・24㈬
10時30分～
11時20分

健やかヨガ
特別養護老人
ホーム霧島荘
（山之口町花木2302-1）

シャクティー（福元）
☎090-2519-6282

10/13㈯
14時～15時 からいも収穫会 梅北児童館

子育てネットおひさ
まとはらっぱ（岡本）
☎39-5866

10/14㈰
7時～8時 朝ヨガ 神柱公園

多目的広場
シャクティー（福元）
☎090-2519-6282

①10/19㈮
②10/20㈯
10時～13時

田舎暮らしを
楽しむ講座
「みそ作り」

がまこう庵
（吉之元町5186）

手仕事舎
そうあい（蒲生）
☎37-0002

10/21㈰
10時30分
集合

すくすく農園
山之口シルバー
ヤングふれあい
の里

桜ます（谷ヶ久保）
☎090-7165-6207

10/27㈯
14時～15時

ハロウィン
仮装大会 梅北児童館

子育てネットおひさ
まとはらっぱ（岡本）
☎39-5866

10/28㈰
14時～16時

陽だまりライ
ブラリー

早水公園
多目的広場

桜ます（谷ヶ久保）
☎090-7165-6207

10/27㈯以
外の毎週
火・土曜日
19時～22時

おしゃべり会
エンクエントロ
（中町13-22オーバ
ルパティオ内）

婚活支援良縁
どっと混む（黒木）
☎070-5530-7964

ラジオ番組の案内
■MRTラジオ（AM放送936kHz、ワイドFM90.4MHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週月～金曜日（祝日除く）15：30 ～15：45
■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
　「インフォメーションM」　毎週月～金曜日
　9：49 ～ 9：54、15：54 ～15：59（再）

テレビ番組の案内
■BTVケーブルテレビ（デジタル111ch）

「みやこんじょジャーナル」　※毎回10分間放送
① 6：50 ～　②11：50 ～　③16：50 ～
④20：50 ～　⑤22：50 ～

市の提供番組紹介

都城市現住人口

スマートフォンか
らも市政情報を
確認できます。

平成30年9月1日現在 前月比 前年比
世 帯 数 70,720世帯 （0） （276）
人口総数 161,986人 （－41） （－998）
男　　性 76,213人 （22） （－412）
女　　性 85,773人 （－63） （－586）
※平成27年国勢調査に基づく推計人口です
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市民の笑顔が広がる
南九州のリーディングシティ October.2018
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都城市立美術館特別展

都城島津伝承館特別展
平山郁夫展

鉄砲伝来と薩摩筒


